
空 から 見た江 戸川 河川敷と矢 切地区 の斜面 緑地帯 （平成11 年 撮影）

緑の基本計画とは…

応
募
資
格
：
市
内
在
住
で
、
平
日
に

会
議
に
参
加
で
き
る
十
八
歳
以
上
の

人募
集
定
員
…
六
人
以
内

応
募
要
領
…
市
民
・
企
業
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
進
め
る
緑
事
業
に
関

す
る
三
つ
の
テ
ー
マ
（
①
緑
の
保
全

②
緑
化
の
推
進
③
緑
の
愛
護
団
体
）

の
中
か
ら
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
選

び
、
意
見

（
レ

ポ
ー
ト
）
を
原
稿
用

紙
二
枚
程
度
（
約
八
百
字
）
に
ま
と
め
て

い
た

だ

き
ま

す

。

選

考

方
法
：

上

記

の
レ

ポ
ー
ト

を
参

考

に
選
考

し
ま

す
。

申
し

込
み

…

５
月
3
1
日

水
〔
消
印

有

効
〕
ま
で

に
、
レ

ポ

ー
ト
を
同
封

し

、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番

号
を
記

入
し

て

、
直
接

ま
た

は
郵

送
で
、
〒
2
7
1
-
8
5
8
8
松
戸
市
根
本
三

八

七

の
五
　

松

戸
市

役
所

み
ど

り

と

花

の
課

保

全

係

（
新

館

八

階

、

昔
3
6
6
・
7
3
7
8

）
　へ

●
特

別

保

全

樹

林
地

区

の
制

定

市
内
に

残
さ
れ
た
樹
林
地

の
う
ち
、

自
然

・
歴
史

・
文
化

・
防

災
面

を
考

慮
し

、
特

に
貴
重

な
樹
林

地

を
よ
り

長
く
保
全
す
る
た
め
に
、
土
地
所
有
者

松
戸
市
緑
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

人口 と 冊 帯　4 月1日現在

人口

男

女

世帯

464,145人 ［-1,108]

234,641人 ［- 586 ］
リ

229,504人 ［- 522 ］前

181,248世帯［+ 105 ］
昆

主な内容

公文書公開制度

平成11 年度実施状況の公表　②

国民年金の学生納付特例制度③

改正JAS 法が施行されました ④

平成12 年度ごみ処理計画　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

●
「

緑
の

基
本

計

画

」
の

位

置
付

け

「
緑

の
基

本
計
画

」
を

条

例
に
位

置
付
け
、
計
画
を
推
進
し
て
い
く
体

制
を
整
え

ま

し
た

。

●
松

戸
市

緑

推

進

委
員

会

の

新

設

市
民

・
企

業

・
行

政

が
一
体
と

な

り

、
緑

の
保

全
お

よ

び
緑

化

の
推

進

に
関

わ
る
基

本
的
事

項
を

調
査
審

議

し

、
提

言
す

る
委

員
会
を

新
た

に
設

置

し
ま

す
。

委
員
会

の
委

員

は
、
学

識
経
験

者

・
関
係
団

体

・
公

募

に
よ

る
市
民
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

●
緑
地

協
定
や
市
民
緑
地
の
促
進

緑
地
協

定
は
、
住
宅
の
敷
地
内
に

樹
木
等
を
植
栽
し
た
り
、
既
存
の
樹

木
や
生
け
垣
を
保
全
す
る
と
い
っ
た

市
民
に
よ
る
緑
化
の
取
り
組
み
を
地

域
の
皆
さ
ん
の
合
意
に
基
づ
き
協
定

を
結
ぶ
も
の
で
す
。

市
民
緑
地
は
、
街
の
中
に
あ
る
樹

林
地
や
草
原
な
ど
の
土
地
の
所
有
者

か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
市

が
一
定

期
間
そ
の
緑
地
の
借
地
契
約
を
締
結

緑
の
保
全
や
緑
化
の
推
進
は
、
市

民
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

進
め
る
も
の
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
緑
の

保
全
お
よ
び
緑
化

の
推
進

に
関
わ

る
市
の
支
援
・
助
成

大
切
な
緑
を
守
り
創
り
育
て
る
と

い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
従

来
の
助
成
の
ほ
か
に
物
的
・
人
的
支

援
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

百月ﾌﾞｱ⑤⑤

昨年11 月に行われたウォークラリー大会で

ウォークラリーは、歩くことを通して健

康づくりやグループメンバーとのコミュニ

ケーションを楽しむ野外ゲーム。

交差点や分岐点だけを手がかりに、チェ

ックポイントと観察ゾーンで出された問題

を解きながら、未知のコ ースを制限時間内

に歩きます。

と
保
全

に
関
す

る
契
約
を
締
結
し

、

特

別
保
全

樹
林

地
区

と
し
て

指

定
し

て

い
き
ま

す
。

し

、
市

民

に
開
放

す
る
制

度
で

す
。

主
な
改
正

点

「
松
戸

市

緑
を
守

る
条

例
」

は
昭

和
4
7年

に
制
定

さ

れ
、
こ

れ
ま

で
緑

の
保
全

お
よ

び
緑
化

の
推

進
に

関
す

る
施
策

を
展

開
し

、
市

の
住
環

境
の

維
持
と
向

上

を
図

っ
て

い
く
中

で
大

き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た

。

ま
た
、
近
年
身
近
な
自
然
と
し
て

の
緑

に
対
す

る
ニ

ー
ズ

が
高
ま

っ
た

こ

と

か
ら

、
市

で

は
平

成
1
0
年
1
2
月

に
緑
の
将
来
像
を
想
定
し
、
市
民
参
加

の
も
と
「
松
戸
市
緑
の
基
本
計
画
」

を

策

定

し
ま

し

た

。
現

在

、
「
暮
ら

し

が
自

然
と
調

和
す

る
緑

の
ふ

る
さ

と
松
戸
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
緑
を

市

で
は

、
「
暮

ら
し

が
自
然

と
調
和
す

る

緑

の

ふ

る
さ
と
松

戸

」
を

ス
ロ

ー
ガ

ン

に

「
松
戸
市
緑
の
基
本
計
画
」
を
平
成
1
0
年
1
2

月
に
策
定
し
、
緑
の
保
全
お
よ
び
緑
化
の
推

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で

、
本
計
画
に
掲
げ
た
施
策
を
推
進

し
て
い

く
上
で
基
本
と
な
る
「
松
戸
市
緑
を

守
る
条
例
」
を
よ
り
実
効
性
あ
る
も
の
と
す

る
た
め

、
本
年
３

月
に

全
部
改
正

し
、
「
松

戸
市

緑
の
条
例
」
と
し
て
制
定
、
新
た
に
松

戸
市

緑
推
進
委
員
会
を
設
け
ま
し
た
。

固

み

ど
り
と

花
の
課

保
全

係

瓦

一
・
7
3

7
8

緑
の
条
例
制
定
の
背
景

守
り
創
り
育
て
る
た
め
の
事
業
を
進

め
て

い
ま

す
。

そ

こ
で

、
計
画

に
掲

げ
た

施
策

を

推

進

す

る
上

で

、

関

係

の
深

い
法

律

・
条
例

と
の
整

合

を
図
り

、
実

効

性

の
あ

る
条
例

と
し
て

運
用

し
て

い

く
た

め
、
改
正

を
行

っ
た

も
の

で
す
。

市民参加による植樹

緑
を
守
る
条
例
を
改
正
、
緑
の
条
例
と
し
て
制
定

松戸市ウオークラリー大会
5月21 日（日）〔雨 天決 行〕午 前10 時

から　 コ ー ス下 表の とお リ （矢 切地

区）　定員各コース75組（1グルー

プ3 ～5 人 ）　 費 用1 人300 円 （当 日

受 け 付け で）

※この大会は第17回全国一斉ウオ

ークラリー大会を兼ねています。

圃５月17日収までに､直接スポーツ課

・柿ノ木台公園体育館・常盤平体

育館・小金原体育館の各窓口で、ま

たは往復ハガキにチーム代表者氏名

・年齢・住所・電話番号・コース番

号（第2希望まで）・参加者全員の氏

名・年齢を記入して、〒271-0064

松戸市上本郷4434 松戸運動公園内

スポーツ課( ≪363 ―9241) へ

コース番号・コース名 距　離 スタ ート ゴール コースの特徴

①水の旅 4.0 Km 松戸駅 万

万

劼

治水の歴史を 探ろう

②街並み・ひとまず探

求
3.8 Km 上本郷駅

閑静な 住宅地の緑と水路

を探す

③ガツタン･ゴ ソヽトン･

さ－らさ ら
3.1 Km 矢切小学校

探し てみよう

なにか発見できるかな

足元の小さな 花を見つけ

な がら坂川沿いを歩＜
④野の花さく ねぎ畑 ∠19

 Krn!
響心木台公園ｨ本i　　W

「
松
戸
市
縁
推
進
委
員
会
」
を
新
設

都市の緑に関する総合的な計

画として、2020年を目標とする

緑全般に関する事業を展開し、

「みどり」の役割を効果的に発揮

させるための指針となる長期計

画です。



平
成
1
1年
度
実
施
状
況
の
公
表

公
文
書
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
参
加

を
よ
り
一
層
進
め
、

開
か
れ
た
ク
リ
ス
タ
ル

な
市
政
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い

る
制
度
で
す

。

今
回
は
、
平
成
1
1年
度
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す

。

圖

総
務
企
画
本
部
総
務
課

登
3
6
6
・
7
3
0
5

請

求

・

申
し

出

文

書

件

数

は

百
十

一
件

平
成
1
1
年
度
中
の
開
示
請
求
・

申
し

出
の
文
書
件
数

は
、
百
十
一

件
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
7
年
度

に
こ
の
制
度
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、

最
も
多
い
請
求
件
数
で
し
た
。

実
施
機
関
別

の
開
示

決
定
の
状

況

は
、
左
表

の
と
お
り

で
す
。
市

長

交
際
費
な
ど

の
文

書
が
開
示

さ

れ
、
文
書
不
存
在
・
請
求
取
り
下
げ

を
除
く
開
示
率

は
九
四
・
九
％

で
し
た
（
一
部
開
示
を
含
む
）
。

な
お
、
実
施
機

関
の
開
示
等

の

異議申し立て件数

前年度からの継続案件 3件

11 年度中の決定に対

する 異議申し 立て
Oｲ牛

異議 申し 立て の処 理状 況

決定済 3件

内訳
認容 1件

一部認容 2件

平成11年度実施機関別開示請求・申し出状況

＼

＼
実施機関 計

決定内容 頌

げ取
主な 請求内 容

開示 鷁 斐開
不 簀

開
－不

請

求

市長
件

59

件;　 件

25  ! 2 ∠L

＝　¶

11　 押

件
５

０

件
０

３

件
５

２

市長交際費、職員の出張、職員の勤務時間、優良建
築物整備事業、マンション建設に関する文書など

職員会議録、教職員研ｲ彦、学校で管理している金銭
に圉する文書など

教育委員会 33

水道事業管理者 １ １　　０ ０ ０ ０ 職員の勤務時間に関する文書

病院事業管理者 ｜ １　 ０ ０ ０ ０ 職員の勤務時圉に関する文書

消防長 １ １ ０ ０ ０ ０ 救急業務実施月報

議会 ９ ８ １ ０ ０ ０
議長交際費、常任委員会会議録、市政調査研究費に

関する文書など

合計 104 4ﾜ 42 ５ ３ ワ

開
一
不
申

し

出

市長

教育委員会

５ ２ １ ０ ０ ２ マンション建設に関する文言など

予算要求書など２ １ ０ ０ ０ １

合計 ワ ３ １ ０ ０ ３

決
定
に
対
す

る
異

議
申
し
立
て
は

あ
り
ま
せ
ん

で
し

た
。
平

成
1
0年

度
以

前

の
異
議
申
し
立

て
事
案
三

件

に
つ

い
て

は
、
公

文
書
公

開
審

査
会
の
答
申

が
出

さ
れ
、
開
示
ま

た
は
一
部
開
示
さ
れ
ま
し
た
。

※上表以外の実施機関（選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員

会）については 、開示請求・開示申し 出はありませんでし た。

開
示

請

求
の

受

け

付

け

は

。

行

政

資

料

セ
ン

タ

ー
ヘ

公
文
書
公
開
制
度
の
受
け
付
け
や

相
談
は
、
市
役
所
別
館
一
階
行
政
資

料
セ
ン
タ
ー
内
「
公
文
書
公
開
コ
ー

ナ
ー
」
で
行

っ
て

い
ま
す

。
ま
た
、

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
の

統
計
書
、
調
査
報
告
書
、
計
両
書
な

ど
、
行
政
に
関
す
る
刊
行
物
や
資
料

を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
一
部
に

つ
い
て
は
有
償
頒
布
も
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

私道の舗装（新設・補修）
側溝敷設・手すり設置を援助します

圜建設総務課業務係音366-7357

○対象となる私道

①幅員が原則として4メートル以上②両端または一端が公道に接している③築造から

5年以上経過している④5世帯以上の住居が隣接している⑤工事に支障となる物件がな

い⑧側溝敷設については、公道等の排水施設に接続が可能なこと、以上の条件をすべ

て満たしていること

市民葬儀制度は、市民にご不幸があったとき、経済的で厳粛な葬儀が行えるように設け

られています。祭壇やその飾り付けの内容や料金は、市と市の指定を受けた葬儀業者との

國 市斎場 酋 澎 ‾ﾉｰ4042

対象 …施主 または死 亡者 が松

戸市民 で 、市内 で行う 葬 儀

内容 …この 制度で利 用で きる

祭壇 の種類 と料 金は下 記のと

おり です。

圃 左 記の 市民 葬儀取 扱店 へ

※料 金には 柩 （ひつ ぎ） ・遺

影 写真 代 一礼 状印 刷 代 一読

経 料 ・供花代 ・市の式 場使

用 料 一火 葬料 ・霊柩 （き ゅ

う ）自動 車使用 料 ・納骨容

器代等は含まれておりませ

ん 。申し 込み の際に左 表の

取 扱指定店 へお 問い合 わ せ

く ださ い 。

(50 音 順)

間で協議し、決められています。

市民 葬儀取 扱指定 店

種類 料金 内容

A

5段飾り
80,000 円

50,000 円

・　リ 祭
消

付 壥

耗 け 貸
品 ・　し
を 受 付

含
付 け

む 用 ・
品 飾

B

3段飾り

C

3段飾り
38,000 円

業者名 所　在 電　話

㈲愛蓮社 …‥ 西馬橋相川町旧9 342-4444

アイケアサービ ス 古ケ綺3-3419 360-4242

㈱ア ーバン ライフ 指 馳34-18ﾉｴﾋﾞｱｵﾚﾝ ｼﾞﾊｳｽ 34ﾜｰ5000

石井葬 儀社 六実5-23 一1 386-0856

㈲伊原葬儀社 馬橋1903 343-4310

㈱エ スケイ市民共済 ニツ木二葉町198 388*001 ワ

㈱江戸川 五香1-1-21 386-118ﾜ

㈲カインド社 古ヶ 崎2-31 ∠18-6 34 ∠1-5222

㈲柏葬祭センター松戸支店 上本郷3004-101 365-6144

㈲広善社 幸谷682 341-3356

㈲渋谷花店 小金きよし ケ丘∠H5-13 341-6644

昭和興業㈱ 千駄堀620-1 383-444 ∠1

㈱杉浦葬儀店 根本5-4 362-2542

㈲セレモアむつ み 六高台5-36-15 383- ∠囗44

㈱セレモ東 松戸ホール 串 綺新田63-12 384-4444
セントラル総合㈱ 河原塚258 391-9118

㈲創蓮社 二十世紀が丘戸山町125 391-1611

㈲大典社 高塚新田631 39 卜5ﾜ26

㈲東葛葬祭 松戸1485 090屑1祠994

㈲ときゎ平 葬儀社 常盤平2-21-1 385-2622

㈱日本式典 栄町4-205-4 364-0495

㈲宝心社 六実卜52-2 389-5555

㈱松戸葬儀社 松戸1692 364-4444

㈲藪 綺葬儀社 小山22ﾜ 362-231ﾜ

㈱ライフケア 松戸1112 363-0983

㈲緑茶園 栄町5-2ﾜ6-2 3引-ﾜ2ﾜ3

○工事の申請者

私道敷地の所有者等の総意に基づ

き一切の権限を委任された人、また

は私道敷地等の管理について組合等

が設立されている場合はその長

○受付期間

5月8日(月)～5月31日水

○工事内容

舗装工事はアスファルト舗装また

はコンクリート舗装、側溝工事はＵ

字溝(ふた付きを含む)、L型溝また

は可変側溝、手すリエ事はステンレ

ス手すリ

○地元負担見込額

左表のとおりですが、現場の状況

により変更する場合があります。

工事別 地元負 担額一 覧

工事種別 工
法

両端が公道に

接する道路

一端が公道に

接する道路

アスファルト

舗装新設工事

Ａ 1,310円／｢ﾊﾟ 1,840円／｢ﾊﾟ

Ｂ 2,310円／㎡ 3,230円／㎡

アスファ
ルト

舗装補修
工事

(オーバーレイ)

Ａ

Ｂ

800 円/｢Ti

一 一一一一一一

930 円/ ΓΥi

1,120円／『ﾊﾟ

1,310円／｢ﾊﾟ

コンクリート

舗装茹設工事
Ａ 4,620円／｢ｲ 6,460円／｢づ

U字溝敷設工事

(蓋なし)
Ａ 4,410円／ｍ 6,1ﾜ○円／ｍ

U字溝敷設工事

(蓋つき)

Ａ 8,550円./m 几980/m

Ｂ 9,100円／ｍ 12,ﾜ50/m

Ｃ 9,ﾜ10円／ｍ 13,590/m

し字溝敷設工事 Ａ 4,060円／ｍ 5,690/m

可変側溝敷設工事 Ａ
現地設計による

手すり工事 Ａ

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
（
高

齢
者
・
母
と
子
）
参
加
者
を

募
集

※工法の選定は、道路形態によって異なり ます。

対

皐

：
①

高
齢

者
＝
４

月
Ｉ

凵

現
在

八

十
歳
以

上

（
大

正
９

年
４

月
１
日

以
前

に
生

ま

れ
た
人
）

で

、
自
分

の

歯

（
か

ぶ
せ

た
歯

、

さ
し
歯
可

が
）

二

十

本
以

上
あ

る

人
②

母

と

子

―
平

成

い
1
1
1
1

年
４

月
１

日

か
ら
平

成
1
2年
３

月
3
1
日
ま

で

の
間
に
三

歳
児

歯
科

健

康
診

査
を
受

診

し
た
幼

児
と

そ

の
母

親

で
歯

が
健
康

な
人

受

付
阿
口
時
…
６

月
１

日

水

午
後
２

時

3
0分

～
２

時

茆
分

会
場

…
中

央
保
健

福
祉

セ
ン

タ

ー

定
員
・：
先
着

①
三
十

人
②

母
子
二

十

組
、
※
優
勝
者

は
県

の
コ

ン
ク

ー
ル
に

参

加

し
て

い
た

だ
き
ま

す

。

圃

５

月
９
日

㈹

か
ら
、
電
話
で
保

健

福
祉

課
保

健
係

登
3
6
6・
7
4
8
6

へ

歯

を

大

切

に

歯
丈
夫
で
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
七
十
四
　

顎
と
歯
と
ス
ト
レ
ス

新
社
会
人
に
な
っ
た
人
、
新
入

学
し
た
人
、
転
職
な
ど
、
春
は
い

ろ
い
ろ
と
生
活
環
境
が
変
化
す
る

時
で
す
。
今
回
は
、
ス
ト
レ
ス
が

顎
口
腔
系
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及

ぼ
す
か
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
、
一
般

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
筋
肉
が
緊
張
し

ま
す
。
肩
が
凝
っ
た
り
す
る
の
も

そ
の
せ

い
で
す
が
、
顎
の
筋
肉
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昼
間
起

き
て
い
る
と
き
、
無
意
識
に
歯
を

く

い
し

ば
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
最
も
多
い
の
は

夜
寝
て
い
る
と
き
に
長
時
間
歯
を

く

い
し

ば
る
も
の
で
、
歯
軋
り
と

い
う
形
で
気
が
つ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ギ
リ
ギ
リ
と
音
が
出
な
く

て
も
、
長
い
時
間
強
い
力
で
か
み

し
め
つ
づ
け
る
た
め
に
、
顎
や
歯

に
悪
い
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

通
常
、
食
事
を
し
た
り
唾
を
飲

み
込
む
と
き
に
歯
と
歯
が
触
れ
る

時
間
は
、
一
日
で
数
十
分
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
無
意
識

の
く

い
し

ば
り
や
歯
軋
り
で
は
、

ひ
ど
い
人
に
な
る
と
数
時
間
に
及

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
夜
間

の
く
い
し
ば
り
で
は
力
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
ず
、
普
段
の
食
事

の
時
よ
り
は
る
か
に
強
い
力
が
か

か
っ
て
し
ま
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ス
ト
レ
ス
が
き

っ
か
け
で
、
顎
の
関
節
に
対
す
る

過
激
な
負
担
の
た
め
、
顎
が
痛
く

な
っ
た
り
開
け
し
め
の
と
き
に
音

が
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま

す
。
ま

た
強

く
あ
た

っ
て

い

る

歯

が
知
覚
過

敏

の
た

め
、
し

み

る

よ
う

に

な
っ
た

り
も
し

ま
す

。
歯

周
病

が
悪
化

し

た
り

、
最
悪

の
場

合

は
歯

が
割

れ
て
し
ま

う
こ

と
も

ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

自

分

が
歯
を

く

い
し

ば

っ
て

い

る
か
ど
う

か
チ

ェ
ッ

ク
す

る
簡
単

な

方
法

を
ご
紹

介
し
ま

す

。
鏡
で

頬

っ
ぺ
た

の
裏

側
と
舌

の
ま

わ
り

を

よ

く
観

察

し

て

み
ま

し

ょ

う

。

こ

の
部
分

の
粘

膜

が
、
く

っ
き
り

と

、
歯

の
形

が
ス

タ
ン
プ

さ
れ
た

よ
う

に

へ
こ

ん
で

い
た
ら
要

注
意

で

す
。
く

い
し

ば
り

に
よ

る
症
状

に
対

す

る
治
療

に
は

、
か
み

合
わ

せ

を
調
整

し
た

り

マ
ウ
ス

ピ
ー
ス

を

装
着
し

た
り

す
る
方

法

な
ど

が

あ
り
ま
す
。

こ

こ
ま

で

は
力

に

よ
る
影

響
で

す

が
、

そ

の
他

の
要

因

と

し

て

、

ス

ト
レ

ス
を
う

け
る

と
だ
液

の
分

泌

が
少

な
く
な

っ
て

し
ま
う

た

め

に
口

の
中

の
自

浄
作
用

が
低

下
し

て

、
虫

歯
が
で

き

や
す

い
状
態
に

な

っ
た
り

、
免

疫
力

の
減
少

に
よ

っ
て
歯
周

病

や
そ
の

他

い
ろ

い
ろ

な

病
気

が
進
行

し

や
す
く

な
っ
た

り
し
ま
す

。

ス
ト
レ

ス

を
う
ま

く
発
散

す

る

こ

と
は

も
ち

ろ
ん
で

す

が
、
気

に

な
る
こ
と

が

あ
り
ま

し
た

ら
早

め

に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
松

戸

歯
科

医

師

会
）

公
文
書
公
開
制
度

すまりあが度制儀葬民市

祭壇の種類と料金



スタッフ募集…当日の仕掛け人（じゃまをする悪者や助ける

人、ムードをもりあげる人）を募集しています。

圃電話で、だいすき松戸21 世紀の森と広場を遊ぼう実行委員

会事務局（松戸子ども劇場内) S386-9154 へ

大 学 （大 学院 ）、短大 、高等 専門 学 校 、

専修 学校 及 び各 種学 校そ の 他の 教 育 施設

の一 部に在 学する 学生 等 （そ れぞ れ夜 間、

通信 教育 の 課程 を除 ＜） で 、学 生 本人 の

前年の 給与 が約133 万円以下 であると き。

※各種学 校その他 の教育 施設につい ては 、

個別に定めてありますのでお問い合わせ

く ださい 。

学生納付特例の承認を受けると…

①学生納付特例期間中の障害や死

亡といった不慮の事態には、満額

の障害基礎年金または遺族基礎年

金が保障されます。

②学生納付特例期間は、老齢基礎

年金の受給資格要件には算入され

ますが、年金額には反映されませ

ん。満額の老齢基礎年金を受ける

ためにも、保険料の追納をお勧め

します。学生納付特例期間から10

年以内であれば、保険料を追納す

ることができます。卒業したら、

忘れずに追納してください。

Ⅲ

国
民
年
金
課
保
険
料
係

登
3
6
6
・
7
3
5
2

届ければ「もしも」の時も安心です
学生の国民年金

学

生
で

あ

っ
て

も
二

十
歳

に
な

っ
た

ら
加

入
し

な
け

れ

ば

な
ら

な

い
国

民
年

金
。
し

か

し
、
所

得

の

な

い
学

生

の
場

合

は

、
保
険

料
を
納

め

る
こ
と

が
で
き

ま
せ

ん
。

そ
こ
で
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
学
生
納
付
特
例
制
度
が
ス
タ

ー
ト

し
ま

し
た

。

学

生
納

付

特
例

制
度

は
、
届

け
出

（
申

請
）

を
し

て

承
認

を
受

け

れ

ば
、
在

学
期

間
中

の
保

険
料

が
後

払

い
で
き

る
仕

組
み

で
す

。

な
お

、
承
認

は
年

度

ご
と

に
さ

れ
ま
す

の
で
、

継
続

を
希

望
す

る
場

合
は

翌
年
度

も
申
請

す

る
必
要

が
あ
り

ま

す
。

手

続

き
さ
え

す
れ
ば
、
「
も
し

も
」

の
と

き
も

安
心

で
す

。

自
分

の
こ

と
は
自

分
で

、
き
ち

ん
と

届
け

ま
し

ょ
う

。

国民年金は20 歳の誕生月から加入しなければな

りません。学生納付特例制度では、申請のあった

月の前月から承認されますので誕生月の翌月まで

には届け出る必要があります。承認される前の期

間は、保険料を納めなければ未納期間となり、そ

の間に万が一の事故で障害が残っても障害基礎年

金は支給されませんのでご注意ください。

学
生
納
付
特
例
制
度
が
ス
タ
ー
ト

期日 会　場　 二 時 間 、 プロ グラム

5/1OW 図書館本館 午後3 時30 分～八時 絵本「ちびゴリラのちびちび］ほか

11困 明市民センター 午後3 時～4 時 アニメーション ・人形劇

13圉
ちば県人形 劇まつりin柏
(さわやかちば県民プラザ)

午後3 時30 分～4 時 人形 劇

17 ㈲ 小金分館 午後3 時～3 時30 分 絵本「ちびゴリラのちびちび」ほか

18困 和名ケ谷スポーツセンター
午後3 時～∠1時

アニメーション ・人形劇

」9 廊 松飛台市民センター アニ メーション ・人形劇

24伽 図 書館本館 午後3 時30 分～4 時 絵本 厂ききみみずきん」ほか

25 ㈲ 八柱市民 センター

午後3 時～4 時

アニメーション ・人形劇

31 ㈲
ア ートスポットまつど

(ｲ尹勢丹松戸店新館9 驕)

青少年会館

アニメーション ・人形劇

6 /1 ㈲ 未定

対象3～9歳くらい　費用無料

日時…6 月10日出 午前10時～午後3時30 分　 福音館書店刊、「スイミー」好学社刊、「は

会場…松戸市おはなしキャラバン事業所　 らぺこあおむし」偕成社刊の中から選択）

（青少年会館隣）　　　　　　　　　　　　 費用 …無料

内容…対話を取り入れたおはなしの方法、 ※保育はありません

資材の活用方法、絵本・紙芝居の語り方　　 圃６月２日窗〔必着〕までに 、往復ハガキ

対象…保育･ 教育を専門としている人、お　 に住所・氏名・年齢・職業（おはなし会の

はなしに関心を持っている人　　　　　　　 グループに所属している人は団体名）・電

定員 …40 人（抽選）　　　　　　　　　 話番号を記入して、〒270 －0035 松戸市

持ち物 …上履き・絵本一冊（「3ぴきのや　 新松戸南2の2　 嬲 松戸市おはなし 半ヤ

ぎのがらがらどん」「おおきなかぶ」以上　 ラバン( ≪344 ―303ﾜ ）へ

21世紀の森と広場

「みんなが写した21 世紀の森と広場写真展」出品作品を募集

自然や人々のふれあいをテーマとし 、21世紀の森と

広場で撮影されたＬサイズ以上、四つ切りまでの写真

(1人2点まで。Ｌサイズは4枚で1点扱い。カラー・モ

ノクロ不問) を募集します。

展示期間10 月ワ日出～21 日(土)

圃9月１日収卜10日（日）〔必着〕までに、応募用紙（21

世紀の森と広場で配布）に必要事項を記入して 、直接

または郵送で、〒2ﾜ0 ―2252 松戸市千駄堀269　21

世紀の森と広場パークセンター（登345 ―8900) へ

行　事　名 ≒　日　 時 講　師 定員 費用

自然を楽しむ”わ”

｢初夏の自然まるごとウオツチン

グ｣

5/19R

午前旧嵜～正午

自然解説員

川端ﾈ羊子氏

首藤美恵子氏

30 人 無料

みどりの教室 。

｢絵手紙で季節の花を描こう｣

5/20 圉

午後1時3D分ベヨ聘丕分

八柱絵手紙の会

萩原典子氏
30 人 200 円

森のクラフト教室

｢竹と和紙 卜 閑張) のタペストリ

ー作り｣

6/ 3 圉

午後1賍EO分＜ 縺 笈汾

ネイチャークラフト

デザイナー

山中琴江氏

30 人 500 円

園芸教室

｢家庭菜園・夏野菜の手入れ｣
6/ 4(日)

午後1昨E勤ヤ< 角

みどりの相談員

小林喜代次氏
40人 無料

みどりの講習会
｢父の日を飾るフ ラワーアレンジ

メント｣

6/10c

午後1時瓦汾～3 侍30分

フラワーデザイナー

青島理恵子氏
30 人 2,000円

みどり の講習会

｢ハープ講座－においゼラニウム｣
6/11(B)

午後1昧BO分～汾幻O分

ハープ研究家

桐原春子氏
80 人 無料

匣 電話で21 世紀の森と広場 パークセンターｔ345 －8虱 ｙ＼（先筐頤）

学 童 災 害 共 済 に 加 入 を ！

(学校管理下以外での事故に備えて)

申込期限…5月19日金まで

掛け金…年100円

共済期間…4 月1日～平成13 年3月31日

見舞金…小・中学生が学校（学校の管

理下）以外でけがをした場合，負傷の

程度に応じて最低10,000 円から見舞金

を支給（ただし，交通事故 ，自転車に

乗車中の事故，風水害・震災などの非

常災害による事故を除きます）

申し込み方法‥･①市立小中学校児童・

生徒は各学校で②市内在住で私立小中

学校に通学している児童 一生徒は直接

教育委員会保健体育課へ

圖保健体育課学校保健給食担当室

c366-ﾜ459

厚

生

年

金

・

国

民

年

金

積

立

金

還
元
融
資
で
市
立
病
院
の
医
療

器

械

を

整

備

平
成
1
1
年
度
病
院
整
備
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
医
療
器
械
整
備
事
業
は
、

「
厚

生
年
金

・
国
民
年

金
積

立
金
還
元

融
資
」

に

よ
り
行

い
ま
し

た
。

圖
市
立
病
院
企
画
管
理
室
容
3
6
3
・
2

1
7
1

内
線

り乙
４

り乙
Ｉ

教
育
委
員
会
会
議
を
開
催

5
月
1
1
日
水
午
後
3
時
3
0
分
か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
ビ
ル
五
階
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圖
教
育
委
員
会
企
画
管
理
室
公
3
6
6
・

介

護

保

険

運

営

協

議

会

委

員

を

募

集介
護
保
険
の
適
切
か
つ
円
滑
な
実

施
を
図

る
た

め
、
市

民

の
皆
さ

ん
か

ら
委

員
を
募

集
し
ま

す

。

応
募
資
格
市
内
在
住
の
①
六
十
五

歳
未

満
の
人

②

六
十
五

歳
以

上

の
人

募
集
定
員
①
②
各
二
人
　
選
考
方
法

市

の
選

考
委

員
会
で

審
査

圃
５
月
1
5
日
月
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

直
接

ま
た

は
郵
送
で

「
介

護
保
険

に

つ

い
て

」

の
意
見

（
四
百

字
詰
め
原

稿
用
紙
二

枚
程

度
）
　・
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
性
別

・
経
歴

・
電

話
番

号

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
8
5
8
8
松

戸
市

根
本
三

八
七

の
五
　

松

戸
市

役

所
介

護
支

援
課
（

昔
3
6
6
・
7
3
7
0

）

へ 少

年

セ
ン

タ

ー
運

営

協

議
会

を

開

催５
月
1
0日
團
午
前
1
0時
か
ら
　
会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
ビ
ル
五
階
会
議
室

傍
聴
定
員
先
着
五
人

※
議
題
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

圖
こ
ど
も
課
少
年
セ
ン
タ
ー

登
3
6
6
・

５

月

は

特

殊

建

築

物

の

定

期

検

査

の

報

告

月

で

す

不

特
定

多

数
の
人

が
利
用

す

る
特

殊

建
築

物
に

つ

い
て

は
、

建
物

や
設

備

が
適
切

に
維

持

・
保
全

さ
れ
て

い

る
か
な

ど
、

専
門
家

に
定

期
的

な
点

検

を
依

頼
し
て

、
市
長

に

結
果

を
報

告
す

る
よ

う

建
築
基

準
法

で
定

め
ら

れ
て

い
ま
す

。

報
告
期
限
５
月
3
1
日
水
ま
で
　
対

象
①
劇
場
・
映
画
館
等
＝
地
階
ま
た

は
三
階
以

上

の
階
で
当

該

用
途

が
百

平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
、
当
該
用
途

の
客
席
部
分
が
二
百
平
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
も

の
、
当

該
用
途

に
供

す
る

主
階

が
一
階
に
な
い
も
の
②
観
覧
場
・
公

会
堂
・
集
会
場
＝
地
階
ま
た
は
三
階

以
上
の
階
で
当
該
用
途
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え

る
も

の
、
二

階
以
下

の
客
席

が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
②
屋

外
観
覧
場
＝
客
席
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え

る
も

の

①
病

院

・
診
療

所

（
患
者

収
容
施

設

が
あ
る
も

の
）
　・
児
童

福

祉
施
設

・
旅

館
ホ

テ
ル
等

＝
地

階
ま

た
は
三

階
以

上
で
当

該
用

途

が
百
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
、
二
階
の
当
該

用
途
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

圈

建
築
指

導
課
指

導
係

登
3
6
6
・
７
３

いつまでに届けるの？

国
民
年
金
課
保
険
料
係

お は な し キ ャ ラ バ ン （５月 公 演 予 定 ）

（松戸では8時になったらおはなしタイム）

対
象
者
は
？

子ども地域活動促進事業

「主役はきみ！舞台は21世紀の森と広場

～2000 年の松戸にタイムスリップした

里見八犬士（八つの玉をさがせ！）」

青少年会館の催し物

ロールプレイングゲームを取り入れたオリエンテーリング。

｢南総里見八犬伝｣を下敷きにしたゲームで、参加者は八犬士に

なり難関をのりこえて八つの玉を集めます。忍者修行・チャンバ

ラ・ミニ演劇・音楽・パフォーマンスなどもあります。

日時…5月27日土午前10時～午後2㈲

会場…21 世紀の森と広場

費用…300 円( 材料費)

圃当日会場で

圖青少年会館c344-8556

青少年教室学習講演会
｢あそびの中で子どもは育つ｣

おはなし技術講座P  ART  1　語ってみよう絵本・紙芝居

※アニメーション［なんにかわるかな］・人形劇「やまなしもぎ」

※図書館利用カードをお持ちになれば 、本が借りられます。

※電話でおはなし が聞ける「でんわおはなし 半ヤラバン」昔3ﾜﾜｰ0000 もご利用＜ださい。

圈 市立図書館Q  365-5115

パークセンター催し物

日時 …5 月16 日(火)午前10 時～正午

会場…青少年会館

内容…子どもたちにとって魅力的な街やあそびについて考える

講師…遊び・劇・表現活動研究所主宰・北島尚志氏

定員…先着30人

費用…無料

圃電話で青少年会館昔3∠1∠卜8556 へ



「
食
品
表
示
の
柱
」
改
正
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
が
4
月
1
日
施
行

・
食
肉

・
水

産
物

）
に

は
品
名

・
原

産
地

な
ど

の
表
示

が
義
務

付
け

ら

れ

ま
し
た

。

原
産

地

の
表
示

は
、
国

産
品

の
農

産
物

に

つ

い
て

は
都

道

府
県

名

を

、

輸
入

品

は

原

産
国

名

を
示

し

ま

す

。

た
だ
し

、
国

産
品

は
市
町

村
名

な
ど

一
般

に
知
ら

れ
て

い
る

地
名

を
、
輸

入

品

も
一
般

に
知

ら
れ

て

い
る
地
名

を
表
示

す

る
こ
と

が
で

き
ま

す
。
ま

た
、

水

産
食

品
に

つ

い
て

は
「
水
揚

げ
港
」
や
「
漁
獲

水
域

」
の
表
示

が
可

能
で
す

。
くらしのセミナー受講者募集

消費生活センターでは、最近の消費者問題

を考えるために「くらしのセミナー」を開催

します。

今回は「食品の表示と安全性」をテーマに２

回にわたり行います。

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
も

表
示
が
義
務
化
に

最
近

話
題

に
な

っ
て

い

る
遺

伝
子

組
み

換
え
食

品
に

つ

い
て
も

、
表
示

の
基

準

が
定

め
ら

れ
ま
し

た

。

遺

伝
子

が
組
み

換
え

ら

れ
た

大
豆

・
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
な

ど
の
農

産
物

や

豆

腐

・
み

そ

・
ス
ナ

ッ
ク
菓
子

な

ど

そ

れ
ら
を

主
な
原

材

料
と
し

た
加
工

食
品

が
表
示

の
対
象

と
な

り
、「
遺

伝

子
組
み
換
え
」
「
遺
伝
子
組
み
換
え
不

分
別
」
「
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い
」

な
ど

の
表
示

を

す
る
こ

と

に
な
り

ま

し
た

。

表
示

の
開
始

は
、

生
鮮
食
品

に

つ

い
て

は
今

年

の
７

月
１

日

か
ら
、

加

工
食

品

や
遺
伝
子

組

み
換
え

食
品

は

来
年

４
月
１

日

か
ら

表
示

が
義
務

化

さ

れ
ま
す

。

※
遺
伝
子
組
み
換
え
不
分
別
＝
遺
伝

子
組
み
換
え
作
物
が
五
％
以
上
混

入
し
て
い

る
可

能
件
が
あ

る
も
の

有
機
食
品
の
基
準
も

定
め
ら
れ
ま
し
た

ス

ー
パ
ー

や
八
百
屋

さ

ん
の
店

頭

で
、
「
有
機
野
菜
」
「
無
農
薬
野
菜
」
な

ど
と

表
示

さ

れ
た
農

産
物

を
よ
く

見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し

か
し

、
こ

れ
ま

で

は
、
「
有

機
」

と
表
示

さ
れ
て

い
て

も
、

実
際

に
ど

日　　時 テ　　ー　　マ

5/18 鮒

午前10 ㈲～正午

食品の表示と安全性

～遺伝子組み換え食品～

5/25(*)

午前10時～正午

食品の表示と安全性

～有機農産物とクローン牛～

会場京葉ガス松戸第2ビル　講師和光大学講

師･天笠啓祐氏　定員各回先着30人　費用無料

※保育あリ（2歳以上の未就学児、おやつ代

200 円・要予約）

圃開催日の3日前までに、電話で消費生活課酋

366-「7329へ

ご注意ください ！

最近、高齢者を狙った悪質商法が増加

しています。

公園などで日用品を配り、近くの民家

やテントに誘い、高額な布団を強引に販

売する業者がいます。また、自宅を訪問

し 、誘い出すこともあります。

誘われても 、決して誘いに乗らないで

ください。

購入してしまったなど被害にあったと

きは、すぐに消費生活センターに相談し

てください。

固市消費生活センター0365 ―6565

の
よ
う

に

生
産

さ
れ
た

の
か
は
不

明

確
で
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
声

が
強
ま

っ
て

い
ま
し

た

。

今
回

の
改
正

で

は
、
有

機
農

産
物

の

生
産

方
法

と
そ

れ

ら

の
加

工

品

、

表
示
万
法
に
つ
い
て
特
定
J
A
S
規

格
と
し

て
定

め
ら

れ
ま
し

た
。

こ

れ
に

よ
り
農

林
水

産
大

臣

の
登

録
を
受

け

た
認
定

機
関

（
登
録
認

定

機
関
）

が
生
産
者

な
ど

か
ら
申
請

を

受

け
て

調
査

を
行

い
、
合

格
し
た

も

の

に
初

め
て

「
有

機

農

産
物

」
「
有

機
農

産
物
加
工

食
品

」
と
し

て

の
表

示

が
認

め

ら
れ
ま
す

。

有
機

農
産

物
…
化

学
的
に

合
成

さ
れ

た

肥
料
や

農
薬
を
使

用
せ

ず

、
種
ま

き
ま
た
は
植
え
付
け
前
二
年
以
上
（
多

年
生
作
物
の
場
合

は
最
初
の
収

穫
前
三
年
以
上

の
間
、
堆
肥
等

に
よ
る
土
づ
く

り
を
行
っ
た
土

地
で
収
穫
さ
れ

た
農
産
物

有機ＪＡＳマーク

有
機
農
産
物
加
工
食
品
…
原
材
料
で

あ
る
有
機
農
産
物
の
特
性
が
、
製
造

ま
た
は
加
工
の
過
程
で
保
持
さ
れ
続

け
て
お
り
、
化
学
的
に
合
成
さ
れ
た

食
品
添
加
物
や

薬
剤
を
使
用
せ
ず
に

製
造
し
た
も
の
。
食
塩
や
水
の
重
量

を
除
い
た
原
材
料
の
う
ち
、
有
機

農

産
物
以
外
の
原
材
料
の
比
率
が
五
％

以
下
で
あ
る
こ
と

無
農
薬
栽
培
農
産
物
…
栽
培
期
間
中

に

、
農
薬
を
使
用
せ
ず
に
収
穫
さ
れ

た
農
産
物

紛
ら
わ
し
い

表
示

は

規
制
さ
れ
ま

す

こ

の
マ

ー
ク
の
導
入

に

よ
り

「
有

機
ト
マ
ト
」
「
有
機
栽
培
米
」
な
ど
と

表
示

さ
れ
て

い
た
農

産
物

や
加
工

食

品

は

規

制

の
対

象

と

な
り

、
「
有

機

低

農
薬

栽
培

」
「
有

機
減

農
薬
栽

培
」

な
ど

の
紛
ら

わ
し

い
表
示

も
規

制
さ

れ
る
こ

と
に

な
り
ま

す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
J
A
S
規
格

は
五

年

ご

と
に

見

直

し

が
図

ら

れ

、

生
産
者

、
流
通

業
者

、
消

費
者

か
ら

構

成

さ
れ
る

農
林
物
資

調
査

会
で

の

議
決
を

経
て

制
定

、
改
廃

さ
れ

る
仕

組
み
も

決
め

ら
れ
ま
し

た

。

食
品
を
選
ぶ
と
き
は
、

食
品
表
示
を
確
認
し
て
か
ら

魚
や
野
菜
、
食
肉
な
ど
を
購
入
す

る
と
き
、
今
回
改
正
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ

法
の
表
示
制
度
に
よ
り
、
国
産
な
の

か
輸
入
な
の
か
、
ど
こ
で
生
産
さ
れ

た
の
か
、
養
殖
魚
な
の
か
な
ど
が
一

目
で
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
産
地
な
ど
で
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ

ン
ド
物
」
を
選
ん
だ
り
、
生
鮮
品

・

解
凍
品
の
区
別

も
簡
単
に
で
き
、
有

機
農
産
物
を
安
心
し
て
買
い
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

改
正
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
は
、
お
お
む
ね
７

月
以
降
に
販
売
さ
れ
る
も
の
に
適
用

さ
れ
、
消
費
者
の
視
点
を
重
視
し
た

ル
ー
ル
と
し
て
の
成
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

正
確
で
分
か
り
や
す
い
食
品
表
示
に

す
べ
て
の
飲
食
料
品
に
原
産
地
な
ど
品

質

表
示

を
義
務
付
け
る
こ
と
や
、
有
機
食

品
の
新
た
な
表
示
制
度
を
盛
り
込
ん
だ
改

正
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

『
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び

品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
』

が
、

４

月
１
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
私
た
ち
が
飲
食
料

品
を
購
入
す
る
と

き
の
目
安
と
な
る
食
品

表
示
が
、
よ

り
正
確
で
分
か
り
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

そ
こ

で
、
飲
食
料
品
の
具
体
的
な
品
質

表
示
方
法
や

、
有
機
食
品
の
検
査
認
証
制

度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

崑

消
費
生
活
課

昔
3
6
6
・
7
3
2
9

食
生
活
は
、
私
た
ち
の
健
康
を
左

右
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
普
段

の
食

生
活
で
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け

、

ど
ん
な
基
準
で
食
品
を
選
ん
で
い
ま

す
か
。

最
近
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様

化
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
、
食
品
の
種
類
が
豊
富
に

な
っ
た
反
面
、
そ
の
素
性
や
中
身
が

見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
食
品
を
も
っ
と
よ
く
知
る
た
め

に
、
注
目
し
た
い
の
が
食
品
表
示
で

す
。
食
品
表
示
は
、
消
費
者
が
食
品

の
素
性
や
中
身
を
知
る
た
め
の
重
要

な
情
報
源
で
す
。

こ
の
表
示
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
「
品

質
表
示
基
準
制
度
」
に
基
づ
き
、
消

費
者
が
適
正
な
商
品
選
択
を
行
う
た

め
の
情
報
提
供
を
目
的
に
、
す
べ
て

の
製
造
業
者
・
販
売
業
者
に
品
質
に

原産地などが一目で 分かるようになりました（市内のスーパーで）

1｡食品の表示の充実強化

改　　正　　前 改　　正　　後

●表示対象品目…6∠|品目

(青果物の原産地表示は9品目)

・ 表示対象品目…づ 殷消費者向けの

すべての飲食料品（すべての生鮮

食料品について原産地を表示）

2｡有機食品の検査認証制度の創設

関
す
る
表
示
を
義
務
付
け
て
い
る
制

度
で
す
。

す
べ
て
の
飲
食
料
品
が

品
質
表
示
の
対
象
に

こ
れ
ま
で
J
A
S
法
の
品
質
表
示

の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
は
六
十
四

品
目
で
、
そ
の
中
の
ゴ
ボ
ウ
、
ア
ス

パ
ラ

ガ
ス
、

ブ
ロ

ッ
コ
リ

ー
、
サ

ヤ

イ
ン
ゲ
ン
、
里
芋
、
玉
ネ
ギ
、
ニ
ン

ニ
ク
、
根

シ
ョ

ウ
ガ
、
生

シ
イ

タ
ケ

の
青
果

物
九
品

目
に

原
産
地

表
示

が

義

務
付

け
ら

れ
て

い
ま
し
た

。

今
回

の
法
改
正

で

は
、

す

べ
て

の

飲

食

料

品

が
表

示

の

対
象

と

な

り
、

加
工
食
品

に
は
品

名
・
原
材
料

名
（
食

品
添
加
物
を
含
む
）
・
内
容
量
・
製
造

業

者
名

・
賞

味
期
限

・
保
存

方
法

な

ど
の
表
示

が
、
生
鮮
食

品

（
青
果

物

改　　正　　前 改　　正　　後

●有機食品の検査認証制度なし

⇒不適切な「有機」表示のはんら

ん

・ 有機食品の規格を制定

⇒第三者認証機関( 登録認定機関)

が土地ごとに生産者を認定

⇒認定された生産者の生産物のみ

を｢ 有機｣ と表示し流通できる

3. JAS 規格制度の見直し

改　　正　　前 改　　正　　後

・ 規格の定期的見直し 、国際整合化

について法律上の規定なし

・ 登録格ｲ寸機関が格付してマークを

貼付（てんぷ）

・ 公益法人等にのみ格付檜限を付与

・国際規格を考慮し 、5年ごとに既

存の規格を見直し

・事業者が登録認定機関の認定を受

けて自らが格付してマークを貼付

・民間会社等に格付等の権限を開放

5月は

消費者月間です

改正JAS法のポイント

水

産
食
品

に
つ

い
て

は
、
養

殖
し

た
も
の
は
「
養
殖

」、
流
通

の
過

程
で

解

凍
し

た
も

の
は

「
解
凍

」
と

表
示

す
る
こ
と

が
義

務
付
け
ら

れ
ま
し

た
。

さ
ら

に
、
こ

れ
ら

の
加
工

食
品

も
名

称

・
原

材
料

名

・
内

容
量

・
賞

味
期

限

・
保

存
方

法

・
製
造
業

者
名

な
ど

の
表
示

も
義

務
付

け
ら

れ
ま
し

た
。

高齢者を狙った

悪質商法が横行しています



ごみの減量にご協力を

平成12 年度ごみ処理計画をお知らせします
図1. ごみ処理の流 れ　総ごみ量=  154,450トン（平成12年度予測）

賺木製粗大ごみの再製品

１トン

《最終処分等の状況》

偸 資 源 選 別 残さ （プ ラ ス チ ック

・金 属 混成 ガ ラ 等 ）‘

2,387 トン

米 沢市（山 形県 ）豊田 村（長 野県）

拳プラスチック類( 燃料化原料)

6,300 トン

大熊町(福島県)

・ 資源化勧( 金属･･紙 一段ボー

ル ーピン等)

資源再生業者　14,595 ト ン

樂有害物質等( 蛍光灯･ 電池等)

109 トン

留辺 蘂( 北海道)

市
で
は
、
毎
年
そ
の
年
の

ご
み
量
を
予
測

し
、
収

集
か
ら
処

分
ま
で
の
処
理
計
画
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。今

回
は
、
平
成
1
2年
度
の
処
理
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ご
み
が
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
ど
の
よ
う
に
集
め
ら
れ
、
処
理

さ
れ
て
い
る
か
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
ま
で
以
上
に

ご
み
の

減
量
や
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

顕

環
境
計

画
課

昔
3
6
6
・
7
3
3
1

平
成
1
2年
度
の
ご
み
処
理
の
流
れ

は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
が
出
す
ご
み
は
、
市
内
五

ヵ
所
の
施
設
で
処
理
さ
れ
（
六
和
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
休
炉
中
）
、
ご

み
処
理
総
量
の
予
測
は
十
五
万
四
千

四
百
五
十
ト
ン
で
す
。
そ
の
内
、
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
る
ご
み
の
予
定
量
は
約

二
万
一
千
ト
ン
で
す
か
ら
、
市
が
処
理

平

成
1
2
年
度

に
は

、

ご
み

処

理
で

い
く

つ

か

の
変

更
点

が
あ

り

ま

す

。

主

な
変
更

点
を

紹
介
し

ま
す

。

①

事
業

系

ご

み

が

家

庭

ご

み

集

積

所

に

出

せ

な

く

な

り

ま

す

平

成
６

年
度

か
ら
松

戸
市

一

般
廃

棄

物
処
理

計
画

の
中

で
暫
定

的

に
認

め

て
き
た

「
事

業
系

ご
み

の
家

庭

ご

み

集
積
所

暫
定

利
用

」

が
今
年

の
1
0

月

１
日

に
撤
廃

さ

れ
、
事

業
系

ご
み

処

理

の
自

己
責

任
体

制

が
整

備

さ
れ

ま

す

。
事

業
系

の

ご
み
を

家
庭

ご
み

集

積

所

に
出

し

て

い

た
事

業

者

は

、

1
0
月
1
日
か
ら
出
せ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
業
系

の
ご
み

は
市

の
ご
み

処
理

施

設

に
ご
自
身

で

搬
入

す
る
、

一
般

廃

棄
物

処
理

業
許
可

業
者

に
収

集
運

搬

の
委
託

を
す

る
な
ど

、「
松
戸

市
廃

棄

物

の
減
量
及

び
適
正

処
理
に

関
す

る
条

例
」

第
二

十
条

の

規
定

に

基

づ

い
た
処

理
を
お

願

い
し
ま

す
。

第
二
十
条
（
抜
粋
）

２
　

事
業
者
は
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物

を
自
ら
運
搬
せ
ず
、
又
は
処
分
し
な
い

場
合
は
、
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
若
し

く
は
処
分

を
業
と
し
て
行
う
こ
と
の
で

き
る
者
に
運
搬
さ
せ

、
又
は
処
分
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

木

製

粗
大

ご

み

の

再

生
品

を

販

売

し

ま

す

今

ま
で

和
名

ケ
谷

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ
ー
で
焼

却
処

理
さ

れ
て

い
た
木

製

粗
大

ご
み

の
一
部
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
、

希

望
す

る
市

民

の
皆

さ
ん
に

販
売

し

ま
す

（
詳

細
は
右

下
参

照
）
。

③

柏

市

の

ご

み

の

焼

却

を
支

援

し

て

い

ま

す

平

成
1
1
年
度

に
引

き
続

き
、
柏

市

の

ダ
イ
オ

キ
シ

ン
恒
久

対
策
工

事

期

間
中

の

ご
み
焼

却
を

支
援
し

て

い
き

ま
す

。

②
市
民
一
人
一
日
当
た
り
の
排
出
量

の
推
移

市
民
一
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出

量
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

平
成
1
1年
度
で
は
、
一
日
約
八
百

八
十
グ
ラ
ム
の
ご
み
を
出
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
平
成
７
年
度
と
比
べ
る
と

約
十
四
グ
ラ
ム
の
増
加
で
す
。

表1 総ご み量の推移( 単位:トン)

年　度 ご み 量

平成7年度 146,467 仟0.596)

8年度 14ﾜ,ﾜ13 （十〇.9％）

9年度 150,256  (十1.ﾜ％）

10年度 152,326  (十1.496)

11年度 149,913  (-1.696)

※カッコ内は前年度比

ペットボトル・ガラス等の

出し方にご協力ください

（2）ガラ ス・陶磁器

クリ スタルガ ラス・化粧ビン・板ガラ ス・ガ ラ

スコップ・陶磁器は、燃やせないごみです。

割れて危険な 物は新聞紙等に包んでビニ ール ・

ポリ袋に入れ 、「危険」と 記入し てく ださい。

こ

こ
五
年

間

の

ご
み

処
理

量

の
変

化

は
次

の
と
お
り

で
す

。

①
総

ご
み
量
の
変

化

表
1
の
と
お
り
、
こ
こ
五
年
間
の

総

ご
み
量

は
、

ほ

ぽ
横

ば
い
と

な
っ

て

い
ま
す

。

小
さ
い
も
の
で
五
グ
ラ
ム
、
大
き
な
袋
に

な
る
と
二
十
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
重
量
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
三
百
五
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の

ア
ル
ミ
缶
は
約
二
十
五
グ
ラ
ム
、
ス
チ
ー

ル
缶
は
六
十
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

最
近
の
ご
み
処
理
量
の
推
移

表2. 市民一人当たり の1

日のご み量(単位:グラム)

年　度 ご み 量

平成ﾜ年度 ８６ﾜ.2

8年度 ８ﾜ8.2

9年度 892.ワ

10年度 902.ワ

11年度 881.6

例
え
ば
、
毎
日
買
い
物
に
行
っ
て

レ
ジ
袋
を
も
ら
い
、
ま
た
、
昼
食
の

と
き
に
毎
日
缶
入
り
飲
料
を
一
本
飲

ん
で
い
た
人
が
、
①
買

い
物
に
は
袋

や
バ
ッ
ク
を
持
参
②
昼
の
飲
み
物
は

自
宅
で

作
っ
た
麦
茶
な

ど
を
水
筒

で
、
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変

え
た
と
す

る
と
、
最
大
で
一
日
当
た

り
約
八
十
グ
ラ
ム
の
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
大
幅
に
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
1
2年
度
の
ご
み
処
理

計
画

会場 …和名 ケ谷クリ ーンセンター1 階ロビー

展示品 …たんす 、机 、本棚など

見 学時間 …月～金 曜 日午 前10 時～ 午後4 時

(祝日 ・振替 休日 、年末年始を除く)

展 示品 購 入 の流 れ

展示場 を見学し ます

↓

購入希望の製品を

その 場で申し 込 みます

↓

市の職員が 抽選を 行いま す

↓

当 選者に通知し ま す

↓

代金支払い後引き取りとなります

※第1 回 の抽選は 、6 月８日 ㈲を

予定し てい ます( 以後 、定期

的に 実施)。

圜 環 堵計画課fi366 ―｢ｱ331

案 内 図

す
る
ご
み
の
約
一
四
％
が
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
集
団

回
収
で
も
約
二
万
八
千
九
百
ト
ン
の
資

源
が
回
収
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

そ
れ
も
加
え

る
と
約
二
七
％
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
に
な
り
ま
す
。

まだ使える木製粗大ごみを再生･ 展示･ 販売

松 戸 市 再 生 品 展 示 場 が オ ー プ ン

松戸駅東口から…新京成バス三矢小台行きで、「美野里ハイタウン」下車徒歩

9分または松戸循環線で「富士見台」下車徒歩13分。

松戸駅西口から …京成バス高塚梨香台線または市川駅（国分経由）行きで、

「大橋坂下」下車徒歩9分

買

い
物
の
時
に
も

ら
う

レ
ジ
袋

は
、

交通（バス利用の場合）

5/15（月)

午前10時

今
年
度
か
ら
の
新
た
な
取

り
組
み

・ 焼却灰　　　16,141 トン

銚子市(千葉県) 小野町(福島県)

豊田村(長野県)

舉プラスチック類

6,378 トン

銚子市(千葉県) 成田市(千葉県)

鹿沼市(栃木県)

鍛紙類・ビン類・かん類等

資 源回収業者　28,931 ト ン

雨 扉 踝 靉 雷 雨1

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
！

（1）ペットボト ル

ペット ボト ルを「燃やせな いご み」として出 す

時は、必ずキャップを外して出してください。キ

ャップ を締め たまま出すと 、収集車が回収 すると

きに破裂 するこ とがあ り 、とても 危険で す。

また、集団回収で資源として出すと

きは、次の要領で出してください。

①キャップを外す②中を水洗いする

③足で踏んでつぶす



情報
チャンネル

［
］
朗

読

を

き

く

か

い

５
月
1
0
日
歯
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分

会
場
ふ

れ
あ

い
2
2
（
健
康

福
祉

会

館
）
　

内

容
松

戸
朗

読
奉
仕

会
会

員

に
よ

る
朗

読

「
能
登

怪
異
譯

よ
り

夫

婦

喧
嘩
」
（
半

村
良

著
）
ほ
か
　

対

象

障

害
者
手

帳
を

持
っ
て

い

る
人
お

よ

び
そ

れ
に

準
ず

る
人

（
付

き
添
い

の

人
と

一
緒

の
参

加
も

可
）
　

費
用

無

料
※
自

由
参
加

圜

ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉

会
館
）
障

害

者

福
祉
セ
ン

タ

ー
ａ

夘
7
1
1

1

廈
3
8
3・？

８
１

０

「
」
５

月

の

「

星

空
観

望

会

」

５
月
1
3日
出
午
後
６
時
～
６

時
5
0

分
＝
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
内
で
「
今

は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室
内
で
解
説
な
ど
）
　
定
員
先

着
八
十
人
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室

登
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

［
］
喜

楽

家

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

6
月
1
8
日
日
午
後
１
時
3
0
分
開
演

会
場

森
の

ホ

ー
ル

２１
　

内

容
中

国
弦

楽
の

調
べ
と
日

本

の
う
た
　

費

用
二

千

円

（
全
自

由
席
）

圖

喜

楽

家

豊
3
4
4・
9
9
5
1

（
月

曜

日

を
除

く
午

前
９

時
～

午
後
５

時
）

［
］
ラ

ー
ラ

ー
マ
ン

ド
リ

ン

ク
ラ

ブ

演

奏
会

５
月
2
8日
日

午
後
２
時
開
演

会

場
市
川
市
文
化
会
館

（
本
八
幡
駅
下

車
徒
歩
十
分
）
　

内

容
ビ
ー
ト
ル

ズ
ー
ソ
ン
グ
ブ
ッ
ク
、
ア
マ
デ
ィ
東

洋
の
印
象
第
一
組
曲
ほ
か
　
費
用
無

料圈

根
本

容
3
6
3
・
4
7
2
7

【
】
大

正

琴

サ

ー

ク

ル
合

同

二

十

五

周

年

演

奏
会

５
月
2
7日
出
午
後
Ｏ

時
3
0分
～
５

時

会
場
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
（
Ｊ

Ｒ
津
田
沼
駅
前
）
　
内
容
公
民
館
活

動
サ
ー
ク
ル
の
合
同
演
奏
会
　
費
用

無
料

圖

大
正
琴
ユ
ー
カ
リ
の
会
・
下
津
公

聡
・
9
6
0
8

3

［
］
図

書

館
見

学
（
浦

安

・
松

戸

）

５
月
1
7
日
圉
午
前
９
時
新
八
柱
駅

集
合
　
会
場
浦
安
お
よ
び
松
戸
市
立

図
書
館
　
内
容
こ
れ
か
ら
の
公
共
図

書
館
の
あ
リ
方
に
つ
い
て
学
ぶ
　

費

用
無
料
（
交
通
費
・
食
費
は
実
費
）

讖
お
ー
い
図
書
館
・
青
木
酋
3
6
7
・
5

3
8
4
（
夜
間
の
み
）

［
］
松

戸

民

演

発
表

会

５
月
1
4
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後
８

時
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
歌

と
踊
り
の
競
演
　
費
用
無
料

圜
松
戸
民
演
連
盟
・
成
嶋

登
3
4
1
3

5
7
2

［
］
自

宅
の

耐

震
相

談
を

し

て

み

ま

せ

ん

か

５
月
2
5日
的
午
前
1
0時
～
午
後
４

時
　
会
場
市
役
所
本
館
三
階
会
議
室

※
次
回
は
常
盤
平
・
六
実

・
東
部
地

区
で
開
催
予
定
で
す
。

圃
電
話
で
建
築
指
導
課
構
造
設
備
係

公
3
6
6
・
7
3
6
8

へ

［

］
寺

島

文

化

会

館

の

催

し

①

多
久
和

歳
美

展
～

花
の

木
版
・

水

彩

画
集

会

期
５

月
９

日

㈹
～
1
6
日

火

（
５

月
1
0日

㈲
は

休
館

）

②
横
村
克
宏
遺
作
展
～
常
陸
國
風
土

記
を

ゆ
く

会
期
５

月
1
8日

困
～
６

月
６

日

叫

冨

月
2
4日

困
2
9

日
㈲
Ｖ

３１

鳳

ぼ

休
館
）

①
②
と

も

時
間

午
前
９

時
～

午
後

９
時
土
・
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

会
場
寺

島
文

化

会
館
（
柏
市

）
　
費

用

無
料

③

裸
婦

デ
ッ

サ
ン
会

５

月
1
6
日
㈹

午
前
1
0
時
3
0
分
～

午

後
１

時
　

会
場

寺
島

文
化

会
館
　

費

用

各
回
千

円

國
寺
島
文
化
館
昔
０
４
７
１
・
印

６
１
３

親子で遊ぼう会（わくわく広場）

曜日 開始日 会 場 時　間

火 5/9
常盤平児童福祉館

午前10 時～11 時

東部スポーツパーク

水

5/10 常盤平児童福祉館

4/19 野菊野こども館

5/10 六実市民センター別館

木 5/11 青少年会館

［
］
県

立

水

郷

小

見

川

少

年

自

然

の

家

の

催

し

①

プ
ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム
一
般

公
開

～
夢

と

ぴ

あ
星
空

さ
ん

ぽ

５

月
2
7日

出

午
前
1
0
時
～

午
後
３

時
　

会
場

水
郷
小

見
川

少
年

自
然

の

家

（
香

取

郡
小

見
川

町

）
　
内

容
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

ー
体
験

学
習
　

費
用

三
百

円

（
体

験
学

習
代
）

②

わ
く

わ
く
フ

ァ
ミ

リ

ー
キ
ャ
ン

プ

５

月
2
7日

出
～
2
8
日

剛

〔
一
泊

二

日

〕
　
会

場
水
郷
小
見
川
少

年
自
然
の

家
　

内
容

テ
ン
ト

設

営

・
カ

ヌ

ー
体

験

・
段

ポ
ー
ル
カ

ヌ

ー
作
り
　

対

象

小

・
中

・
高
校

生
と
そ

の
家

族
　

定

員
先

着
十

五
家

族
　

費
用

一
人
三
千

五
百

円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

圖

県
立

水
郷
小
見
川

少

年
自
然

の
家

昔
０

４
７

８

・
8
2・
1
3
4
3

［
］
歌

の

会

の

一

日

体
験

５
月
1
2日
㈲
午
後
１
時
2
0分
か
ら

会
場
サ
ロ
ン
ひ
ぐ
ら
し
（
日
暮
）

内

容
発
声

指
導
と

日
本
歌

曲
・
唱
歌

費
用
千
円

圖
荒
井

登
3
8
9
・
9
9
9
1

【
】
歌

ご

え

サ

ロ

ン

５
月
1
3
日
出
午
後
１
時
3
0
分
か
ら

会

場
サ

ロ
ン
ひ

ぐ

ら
し
（
日

暮
）

内

容

ポ
ピ

ュ
ラ

ー

・
童

謡

な
ど

を

ピ
ア

ノ

に
合

わ
せ
て

歌
う
　

費

用
千
円

団

後
藤

登
０

４
ワ

ー
・
7
6
・
２

２
８

期間 …↑3年3 月中 旬 まで （詳し い 日 程は 開始 日に 各 会場

で お知 らせし ます｡ ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

対象 …O 熾 ～就 学前 児童 （自 由 参加で 定員は あり ま せん）

内容 …保 護者 が主 役とな ってつく る 広場 。 手遊 び 、紙芝

居 、体 操 、集団 遊 び等 、親子 遊 びをし な がら子 育 ての 輪を

広 げてい き ます （児童厚 生員 がアド

バイス や相談 に応じ ま す）

費用 …無料

圜 常盤 平 童 福祉 館合387 －3320

妬

（ 月曜 休館）

「
」
介
護
保
険
施
行
二
カ
月
～
現

状

と

問

題
点

を

語

る
会

６
月
３
日
倒
午
後
6
時
3
0
分
～
８

時
3
0分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　パ

ネ
リ
ス
ト
マ
ー
シ
ー
ヒ
ル
施
設
長
・

柴
田
敬
久
氏
、
い
ら
は
ら
診
療
所
看

護
婦
・
斉
藤
淳
子
氏
、
市
介
護
支
援

課
長
　
司
会
ど
う
た
れ
内
科
診
療
所

・
堂
垂
伸
治
氏

費
用
三
百
円
（
資
料

代
）

圈
地
域
ネ
ッ
ト
松
戸
（
あ
ら
か

る
と

内
）・
鎌
田

昔
3
4
1
・
3
9
0
9

［

］
借

地

借

家

の

無
料

相

談

５

月
1
2日
廊
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圜
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
外
谷

4
5
’
3
5
4
8

3【
】
家

庭

婦

人

ク

ラ

ス

別

ダ

ブ

ル

ス

テ

ニ

ス

大

会

６

月
1
2日
㈲

当

日

㈲
（
予
備
日
2
6

日
⑧

午
前
９

時
か
ら
　

会
場

栗
ヶ

沢

公
園

庭

球
場
　

対
象
市

内

在
住

・
在

ク
ラ

ブ

・
家

庭

婦
人

テ
ニ

ス
協

会
加

盟
の

ク

ラ
ブ

員

費

用

一
人
千

五
百

円
（
加

盟

ク
ラ

ブ
員

一
人

千
円

）

匣
５

月
2
5日

用
〔
必

着
〕
ま
で
に

、
八

が

牛
に

住
所

・
氏

名

・
電

話
番

号

・

在
籍

ク

ラ
ブ

名
・
希
望

ク
ラ

ス

（
隘

・
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

）
を

記
入

し

て

、
干

2
7
0
－
0
0
2
1

松

戸

市
小

金
原

二
の

二
〇

の
一
西
　

松
戸
市

家

庭
婦
人

テ

ニ

ス
協
会

・
飯

島
徳

子

（
ａ

叩
3

2
3
2

）
へ

「
」
柿

ノ

木

台

公

園

体

育
館

ト

レ

ー

ニ
ン

グ

機

器

操

作

講
習

会

５
月
1
3日
倒
・
2
0日
出
午
後
６
時

～
８
時
　
会
場
柿
ノ
木
台
公
園
体
育

館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
　
対
象
高
校
生

以
上
の
人
　
持
ち
物
上
履
き
・
運
動

の
で
き
る
服
装
　
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

圜
ス
ポ
ー
ツ
課

容
3
6
3
・
9
2
4
1

「
」
押

し
花

「
花

た

ち

の

語

ら

い

展
」

①
展
示

５
月
1
6
日
㈲
～
2
1
日
脚
午
前
９
時

3
0分
～
午
後
４

時
3
0分
　
内
容
押
し

花
額
絵
・
ハ
ガ
キ
・
ブ
ロ
ー
チ
・
は

し
袋
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
展
示

②
無
料
体
験
教
室

５
月
1
8日
困
午
後
１
時
～
３

時

内
容
「
押
し
花
は
が
き
」
の
作
製

①
②
と
も
会
場
2
1世
紀
の
森
と
広
場

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
　
費
用
無
料

圖
押
花
サ
ー
ク
ル
「
桜
」
・
渡
辺

砦

8
4・
3
5
5
2

3
［
］
こ

ど

も
ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室

６
月
３
日
～
7
月
１
日
の
毎
週
土

曜
日
〔
全
五
回
〕
午
後
３
時
～
５
時

会
場
小
金
原
体
育
館
競
技
場
　
対
象

小
学
三
～
六
年
生
　
定
員
先
着
五
十

人
　
持
ち
物
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
運

動
の
で
き
る
服
装
　
費
用
無
料

圃
５
月
８
日
月
か
ら
、
直
接
ま
た
は

電
話
で

ス
ポ
ー
ツ
課

容
3
6
3
・
9
2
4

1
ヘ

【
】
カ

ヌ

ー

ス

ク

ー

ル

６
月
４
日
～
2
5
日
（
1
7
日
を
除
く
）

の

土
曜
日

＝

午
後
１

時
3
0
分
～
３

時

3
0分

・
日

曜
日

＝

午
前
1
0
時
～

正
午

の

う
ち

、
都

合
の
よ

い
三

日
間
　

会

場

江

戸
川

（
三
郷

有
料
橋

下
）
　

対

象

健
康

で
多
少

泳

げ
る
小

学
四

年
生

以

上
の

人
　

費
用

九
千
円

（
小

学
生

六
千

円

、
軽

食

・
保
険
料

を
含

む
）

匣

５

月
2
0
日

倒

〔
必

着

〕

ま
で

に

、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
希
望

日

（
三
日

間

）
　・
住
所

・
氏

名

・
年

苧

電

話
番

号
を

記
入

し
て

、

〒
2
7
0

－
0
0
2
1

松

戸

市
小

金

原
三

の

一

八

の
二

二
の

三
〇

三
　

松

戸
市

カ

ヌ

ー
協

会

・
岡

田

威

夫
（
ａ

隰
3
4
2・
9

4
3
9

）
へ

［
］
ま

つ

ど

シ

ュ

タ

ッ

ト

ム

ジ

カ

ン

ト

演

奏

会

５
月
1
2
日
午
後
２
時
～
４
時

会

場
市

民
会
館
　

内

容
吹

奏
楽
に
よ

る

ビ
ー
ト

ル

ズ

・
日

本
の

歌
等
の

演

奏
　

費
用

無
料

圖

き
っ
と

シ
ュ

タ
ッ
ト

ム
ジ
カ
ン

ト

ー
伊
藤

豐
3
3
0
・
４

８
８
ワ

（
夜

胄
の

み

）

【
】
小

金

き

よ
し

ケ

丘

公

園

子
ど

も

ま

つ
り

５
月
1
4
日
日
午
後
１
時
～
４
時

雨
天
の
場
合
は
2
1
日
日
に
順
延
〕

会
場
小
金
き
よ
し
ヶ
丘
公
園
　
内
容

竹
馬
・
本
工
細
工
な
ど
手
作
り
伝
承

遊
び
　
費
用
百
円

讖
子
ど
も
祭
り
実
行
委
員
会
・
千
田

昔
茹
・
7
2
8
7

３

【
】
松

戸

市

体

育

協

会

創

立

五

十

周

年

記

念

七

人

制

ラ

グ

ビ

ー

大

会
６

月
2
5日

脚
午
前
９

時
～

午

後
５

時
　

会
場
陸

上
自
衛

隊

松
戸
駐

屯
地

ラ

グ

ビ
ー
場
　

対
象

市
内

在
住

・
在

勤

の
チ

ー
ム
　

定

員
先

着
十
六
チ

ー

ム
　

費
用

一
チ

ー
ム

一
万
円

圃
電

話
で
松
戸

市
ラ

グ
ビ

ー
協
会

・

阿
部

登
3
8
7
・
２
１

ワ

ー
内

線
３

８
ワ

（
夜
間

容
3
8
8
・
5
0
3
9

）
へ

［
］
な

ぎ

な

た

教

室

５
月
1
2
日
～
7
月
7
日
の
毎
週
金

曜
日

〔
全

九
回
〕

午
前
1
0
時
～

正
午

会
場

運
動
公

園
剣

道
場
　

持

ち
物
運

動

の
で

き

る
服

装
　

費
用

千
四

百
円

（
保
険
料
）

圉

電
話
で
松
戸
市
な

ぎ
な
た
連
盟

・

野
口

公
3
4
5
・
0
4
1
0

へ

［
］
市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

５
月
2
8
日
日
午
前
５
時
伊
勢
丹
松

戸
店
前
集
合
、
午
後
1
0
時
帰
着
予
定

〔
雨
天

決
行

〕
　
行
き

先
山
梨

県
日

向

山
　

対

象
中

学

生
以

上
　

定

員
先
着

三
十
人

費
用

一
万
円

（
交

通
費

・

保
険

料
を

含
む
）

圖
松

戸
市
山

岳

協
会

・
高
橋

公
叩

1
7
8
4

［
］
県

立

現

代

産

業

科

学

館

の

催

し①
科

学
館

た
ん

け
ん

隊

５
月
1
3
日
出
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1

時
1
5
分
　

内
容

展
示

物
を

使
っ
た

館

内
オ

リ
エ
ン

テ

ー
リ
ン

グ
　

対

象
小

学

生
　

定

員
二
十

人
　

費

用
無

料

②
サ

イ
エ
ン

ス
シ

ネ

マ

５

月
2
1日

日

午
後
１

時
～
２

時

定

員
百
五

十
人
　

費
用

無

料

③
身
近

な
サ

イ
エ

ン
ス

教

室

５

月
2
7
日
出

午

前
1
0時
3
0
分
～

正

午
　

対
象
小

学
四
年

生
以

上
　

定
員

二
十

人

（
要
予

約
）
　

費

用
二

百
円

（
保

険
料
）

会
場

い
ず

れ
も

県
立

現
代

産
業
科

学
館

（
市
川

市

）

圃

電

話
で

県
立
現
代

産
業
科
学

館

登

7
9・
2
0
0
5

へ

３
［

］
シ

ニ

ア

健

康

・

体

力

づ

く

り

教

室６

月
１

日
～
2
9
日

の
毎

週
木

曜
日

〔
全
五
回
〕
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1
時

会
場
柿
ノ

木

台
公

園
体
育

館
多

目
的

室
ほ
か
　
内
容
健
康
体
操
・
軽
ス
ポ

ー
ツ

ー
ウ
オ

ー
キ
ン

グ

な
ど
　

対
象

五
十

歳
以

上

の
人
　

定
員

先
着

四
十

人
　

持

ち
物

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

・
運

動

の
で

き
る

服
装
　

費
用

一
回

三
百

九
円
（
施

設
使

用
料

）

匣
５

月
８

日

㈲
か
ら

、
直
接

ま
た

は

電
話
で

ス
ポ

ー
ツ

課

（

登
3
6
3
・
9
2

4
1

）
へ

「
」
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

５
月
1
3日
出
午
前
９
時
～
正
午

会
場
八
ケ
崎
第
二
小
学
校
校
庭
　
費

用
百
円
（
保
険
料
）

匣
当
日
会
場
で

圜
体
育
指
導
委
員
・
泉

豊
3
4
3
・
９
９

［
］
グ
ラ

ウ
ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室

５
月
纐
日
脚
午
前
９
時
～
正
午

会
場
馬
橋
北
小
学
校
校
庭
　
費
用
百

円

（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
楠
＃
e
3
4
3・2

6
3
5

ス
ポ
ー
ツ

催
し
物

夜
の

星

空
解

説
」
、

午
後
7
時
～
８
時

3
0分

＝

屋
上

で
天

体
望

遠

鏡
を

使
っ

て

月

・
二
重

星
を

観
望
（
天
候
不
良
時

内

容
木

造

住

宅

の

簡

易
耐

震

診

断

・

補

強

方

法

の

相

談

持

ち

物

自

宅

の

平

面
図

（
間
取
り

図
）

等
　

費

用

無
料

タイトルが色刷りのものは、市等の主催です



【
】
甲

種

防

火

管

理

講
習

会

６
月
7
日
㈲
・
８
日
㈲
午
前
９
時

3
0分
～

午
後
５
時
　
会
場
市
消
防
局

定
員
先
着
百
五
十
人
　
費
用
四
千
円

（
テ
キ

ス
ト
代
等
）

匣
５
月
1
0
日
㈲
～
1
7
日
㈲
の
間
に
、

直
接
市
内
各
消
防
署
ま
た
は
消
防
局

予
防
課
査
察
調
査
係
ａ
叩
1
1
1

4
へ

【
】
普
通

救

命

講

習

会

５
月
2
1日
斜
午
前
９
時
3
0分
～
午

後
0
時
3
0
分
会
場
市
消
防
局
内

容
普
通
救
命
講
習
（
心
肺
そ
生
法
・

止
血
法
）
　
定
員
先
着
五
十
人
　
費

用
無
料

※
修
了
者
に
普
通
救
命
講
習
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
。

※
一
時
保
育
あ
リ
（
二
歳
以
上
就
学

前
、
お
や
つ
代
一
人
に
つ
き
二
百

円
、
要
予
約
）

圃
５
月
９
日
叫
～
1
2日
廊
午
前
８
時

3
0分
～
午
後
５

時
の
間
に
、
電
話
で

消
防
局
救
急
防
災
課
指
導
係
a
3
6
3
・

1
1
1
6

へ

£
松
戸
村
立
雑
学
大
楽
「
東
葛

の
湧
水
（
六
十
カ
所
）
を
訪
ね
て
」

５

月
2
1日

脚

午
後
２

時
～
３

時
3
0

分
　

会
場
サ

ン
ヨ

ー

ホ
ー
ム

（
八

柱

駅
下

車
徒
歩

二
分

）
　

講
師

流
山
市

立
博

物
館
友

の

会
会

長
・
福

島
茂

太

氏
　

費
用

無
料

圜

金

本
（
サ
ン
ヨ

ー
ホ

ー
ム
内

）
a
3
8
6

・
0
2
2
1

［

］
「

言

葉

の

基

礎

」

～

体

ほ

ぐ

し

と

発

声

法

５

月
1
2日

・
2
6日
ヽ

６

月
９

日

・

2
3
日
、
7
月
7
日
の
各
金
曜
日
【
全

五
回
】
午
前
1
0
時
～
正
午
　
会
場
オ

オ
イ

文

化
セ
ン

タ

ー
（
み

の

り
台

駅

前

）
　
内

容

発

声

・
朗

読

の
基

本

的

技
法

の
訓

練
　

費
用

五
千

円

（
全

五

回
分
）

圖
松

戸
市

民
劇
団

・
石
上
ｓ

幵

１‐

９
７

７

［

］
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

入

門

講

座

６
月
６
日
～
7
月
1
1
日
の
毎
週
火

曜
日
〔
全
六
回
〕
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
（
7
月
４
日
出
は
福
祉
施
設
体

験
学
習
＝
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
）

会
場
市

社

会
福
祉

協

議
会
お
よ

び

市

内

福
祉
施

設
　

対
象

市
内

在
住

で
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア
活

動
に

関
心

の

あ
る
人

定

員
先
着

三
十

人
　

費
用

無
料

圃
５

月
1
9
日

㈹

〔
必

着

〕
ま
で

に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・
年

齢

・
返

信
用

あ
て

名
を

記

入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
9
4
松
戸
市

上

矢
切

二
九
九

の

一
総
合

福

祉
会
館

内
　

松
戸

市
社

会

福
祉

協
議

会
ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア

セ
ン

タ

ー
「

ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア
入

門

講
座
」

係

（

登
3
6
2
・
5
9
6

3

）
へ

［
］
福

祉
の

し

ご

と

実

践

学

習
会

講
義
＝
5
月
2
7
日
出
～
2
9
日
月
午

前
1
0時
～
午
後
４

時
、
施
設
実
習
＝

５
月
3
0日
叫
・
3
1日
團

会
場
講
義

＝
千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
千

葉
市
中
央
区
）
施
設
実
習
＝
県
内
の

社
会
福
祉
施
設
　
内
容
福
祉
に
つ
い

て
の
講
義
と
施
設
で
の
実
習
　
対
象

社
会
福
祉
施
設
に
就
職
を
希
望
す
る

四
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
人
　

定
員
先

着
五
十
人
　

費
用
無
料

圃
５
月
８
日
㈲
か
ら
、
電
話
で
千
葉

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
a
0
4
3乙
∵

1
2
9
4
へ

［
］
こ

ど

も
料

理

教
室

５

月
2
7日
出
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
古
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

祭
り
寿
司
を
作
る
　
対
象
小
学
三
～

六
年
生
　

定
員
先
着
二
十
人
　
費
用

四
百
円
（
材
料
費
）

圃
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館

蓼
一

・
3
3
2
0

（
月
曜
休
館
）
へ

［

］
家

庭

教

育
ミ

ニ
講

演

会

5
月
1
6
日
収
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
親
と
し
て
の

子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
方
に
つ
い
て

定
員
先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
松
戸
家
庭
教
育
研
究
会
・

福
島

合
評
・
9
7
1
3

へ

【
】
六

十

歳

か

ら
の

男

の

基

本
料

理

教

室

①
6
月
2
7
日
㈹

②
7
月
2
5
日
㈹
〔
全

二
回
〕
各
午
前
1
0

時
～
午
後
0
時
1
5

分
　

会
場

ベ
タ

ー

ホ
ー
ム

柏
教

室
（
柏

駅

徒

歩

五

分

）

内
容
①
あ
じ
の
煮
つ
け
・
き
ゅ
う
り

と
鶏
肉
の
酢
の
物
ほ
か
②
か
つ
お
の

た
た
き
・
肉
じ
ゃ
が
ほ
か
　
対
象
料

理
初
心
者
の
男
性
（
六
十
歳
以
下
で

も
可
）

定
員
先
着

二
十
二
人

費
用

二
千
円
（
材
料
費

・
テ
キ
ス
ト
代
）

圃
電
話
で
ベ
タ
ー
ホ
ー
ム
協
会

昔
0
3

・
３
４
０
７

・
０
４
ワ
ー
ヘ

「

」
県

立

松

戸

高

校

開

放

講

座

６
月
３
日
、
7
月
1
5
日
・
2
9
日
、

1
1
月
４
日
・
５
日
、
1
2
月
1
6
日
、
２

月
３
日
〔
全
七
回
〕
（
1
1
月
５
日
日

以
外
は
各
土
曜
日
二
講
座
三
時
開
）

会
場
県
立
松
戸
高
等
学
校
内
容
夜

空
の

星
々

を

楽
し

も
う
　

定
員

三
十

人
　

費
用
千

五
百
円
（
テ

キ

ス
ト

代

）

圃

５

月
1
9
日

廊

〔
必

着
〕

ま

で
に

、

往
復
ハ

ガ

牛
に
住
所

・
氏

名
（
性
別

）

・
年
齢

・
電

話
番

号

・
開

放
講

座
申

込
と
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
0
0
2
5

松
戸
市
中
和
倉
五
九
〇
の
一
　
県
立

松
戸

高
等
学
校
開
放

講
座
受
付
係
（

昔

3
4
1
・
1
2
8
8

）
へ

千 葉 大 学 公 開 講 座 ～ ガ ー デ ニ ン グ

市民を対象に、ガーデニングの理論と実際をやさしく解説し ま

す。緑に囲まれたキャンパスが会場です。ぜひ、ご参加を！

［
］
愛

犬
と

一
緒

の

し

つ
け

教

室

5
月
2
1
日
日
午
前
1
0
時
～
正
午
〔
天
候

不
良
の
場
合
、
5
月
2
8
日
日
〕
会

場
新
松
戸
中
央
公
園
内
容
飼
い
犬

の
基
本
的
な
し
つ
け
方
を
実
技
指
導

定
員
十
五
組

（
抽
選
）
　
費
用
無
料

※
見
学
自
由

匣
５
月
1
2
日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
犬
の
種
類
・
年
齢
・
性
別
・

返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-

0
0
5
1
松
戸
市
馬
橋
一
九
〇
二

馬
橋
郵
便
局
留
　
松
戸
ペ
ッ
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
須
藤
諒
子
（

容
ｍ

・
6

4
7
1
）
へ

［

］
小

中

学

生

の

た

め

の

語

学

演

習

室

利

用

講

習

会

5
月
2
8
日
日
午
前
1
0
時
～
正
午
と

午
後
１
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　
会
場

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）

内

容
子
ど

も
向

け
ソ

フ
ト

を
使

っ
て

演

習
室

の
Ｌ

Ｌ

機
器
や

パ
ソ

コ
ン

の

操

作
法

を
学
ぶ
　

対

象
小

・
中
学

生

（
親

子
で
の

参
加

も
可

）
　
定

員
各
十

五
人
（
抽
選
）

費
用

二
百

円

匣
5
月
2
1
日
日
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ

ガ

牛
に

講
座
名

・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

〒
2
7
7
-
0
8
8
2
柏
市
柏
の
葉
四
の

三
の
一
　
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ

事
業

課

昔
０

４
７

１

・
4
0
・
8
6

1
5
へ

●野菜の話( 理論) のみ参加

時間…午前10 ㈲～正午

定員…100 人( 抽選)

費用…7,500円

●野菜作りを楽しもう( 理

論と実際) に参加

時間…午前10 時～午後3時

30分

定員…40 人( 抽選)

費用…11,500 円

会場 …千葉大学園芸学部

(松戸駅東口下車徒歩15 分)

対象…市内在住で，全回参

加できる人

期日 内　容

5/20R 家庭菜園プ ラン作り

27丗 野菜の播種と育苗

6/ 3 圉 土作りと肥料

10 倒 コンテナ栽培と用土

17ば） 定植と管理

24圉 害虫とその防除

7/15 圉 野菜の価格と流通

29圉 熟期と収穫・貯蔵

申し込み…5月10日水〔必着〕までに、往復ハガキに住所・

氏名・年齢・性別・電話番号・返信用あて名を 記入し て､〒

271-8510松戸市松戸648　千葉大学園芸学部教務係（酋

308 －8712 ） へ

※都合により内容を変更することがあります。

［

］
市

立

博

物

館

体

験

教

室

「

縄

文

時

代

の

布

を

つ

く

る

」

６
月
３
日
出
・
４
日
日
・
1
1
日
日

と
1
7
日
出
か
1
8
日
日
の
い
ず
れ
か
一

日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
〔
全
四

回

〕
　

内
容

原
料

の
か

ら
む

し
の
刈

り
取

り
か
ら

繊
維

の
取

り
出

し

、
糸

づ

く

り

、
編
布
づ

く
り

ま
で

縄
文

時

代
の
布
づ
く
り
を
四
日
間
の
工
程
で

体
験
　

講

師
博
物

館

学
芸
員
　

定

員

十

二
人
（
抽

選
）

費
用

無
料

匣
５
月
2
6
日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
2
2
5

2
松

戸
市
千

駄

堀
六
七

一
　

市
立

博

物
館

「
縄

文
時
代

の

布
を
つ

く

る
」

係

（

登
3
8
4・
8
2
7
2

）
へ

「

」
再

生

自

転

車

を

即

売

５
月
1
4
日
日
～
1
6
日
㈲
、
午
前
８

時
3
0
分
～

午
後
３

時
　

会

場
生

き
が

い

福
祉
セ

ン
タ

ー
　

販
売

台
数
四

十

台

（
売

り
切
れ

次
第

終
了

）
　

価
格

七
千

円
～

一
万

一
千

円
　

交
通

五
香

駅

東
口

か
ら
新

京
成

バ

ス
「
小

新
山
」

行

き
ま
た

は
「
柏

陵
高
校

」
行

き
で

、

新

栄
町
入

口
下

車

固

舩
松

戸
市

シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ

ー

昔
8
4
・
3
1
9
1

３

［
］
リ

サ

イ

ク

ル

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

出

店

者

募

集

５

月
2
0
日
出

・
2
1日
脚

雨

天

の

場
合
５
月
2
7
日
出
・
2
8
日
日
各
午

前
1
0時
～

午

後
３

時
　

会
場
ア
ル

ト

ピ
ア
駐

車
場

（
牧

の
原

）
　

募
集
区

画

数
百

ブ

ー
ス

（
先

着
順

、
何
区

画

で

も
応

募
可

）
　
費
用

一
ブ

ー
ス
（
3
.
0

メ
ー
ト
ル
×
2
.
0
メ
ー
ト
ル
）
二
千
五
百
円

※
当
日

、
食
品
ト
レ

ー
回
収

お
よ
び

携
帯

灰

皿
を
配

布

圃
ハ
ガ
キ
に
希
望
日
・
住
所
・
氏
名

・
電

話
番

号
・
区
画

数
を

記
入

し
て

、

〒
2
7
0
-
2
2
9
9
松
戸
南
郵
便
局
留

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
マ
マ
ー
佐
藤
幸
子
（
ａ
夘

1
4
3
6

）
へ

［

］
東

洋

学

園

大

学

・
東

洋

女

子

短

期

大

学
公

開

教
養

講

座

５

月
1
3日
出
～
平
成
1
3年
１
月
1
3

日
出
〔
全
八
回
〕
各
午
後
１

時
～
３

時
　
会
場
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
（
流

山
市
）
　
メ
ー
ン
テ
ー
マ
国
際
化
の

時
代
を
生
き
る
　
定
員
各
百
人
　
費

用
二
千
円

圃
電
話
で
東
洋
学
園
大
学
事
務
部

昔

０
４
７
１
・
5
0・
Ｑ
Ｕ
０
０
１
へ

「
」
旅

券

の

申

請

・

交

付

窓

口

の

開

設５

月
８

日

㈲
か
ら

、
香
取

・
夷
隅

・
君

津

の
各

地
域

県
民
セ

ン

タ

ー
で

も
旅

券
の
申

請

・
受
け
取

り

が
で
き

る
よ

う
に
な

り
ま

す
。

開
設
日

時
月
～

金
曜
日

（
祝
日

、

年
末

年
始

を
除

く

）
、
午

前
９

時

～

午
後
４

時
3
0
分
　

交
付

ま
で

の
日
数

休
日

を
除

き
九
日

間

※
県
内

在
住

の
人

は
ど

の
窓

口
で

も

利
用

で

き
ま
す

が

、
受
け
取

り

は

申

請
し
た

場
所

に
な

り
ま

す

。

固

香
取

地
域
県

民
セ
ン

タ
ー

（
香
取

支
庁
内

）

昔
０
４

７
８

・
弘

・
６

８

１
１
、
夷
隅
地
域
県

民
セ
ン

タ
ー
（
夷

隅
支

庁
内
）

昔
０

４
ワ

０

・
8
2
・
３

９
３

５

、
君

津
地

域
県

民
セ
ン

タ
ー

（
君

津

市
富
士

見
）
公
０

４
３

８

・
2
2

・
7
0
2
5

「
」
赤

十

字

事

業

資
金

に

ご

協

力

を
５

月
・
６
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

で
す
。
町
会
役
員

・
赤
十
字
奉
仕
団

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
赤
十
字

運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

固
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
松
戸

市
地
区
（
福
祉
事
務
所
内
）
ａ
叩

7
3
4
9

【
】
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

５

月
2
0
日
出

午
前
1
0
時
～

午
後
４

時

会

場
ふ

れ
あ
い
2
2
（
健
康
福

祉

会

館
）
　

内
容

松
戸

市
精

神
障
害

者

家

族
会
土

曜
会
会
員
に
よ
る
相

談
（
秘

密

厳
守

）

対

象
「
こ
こ

ろ
の

病
」
の

人

を
抱
え

る

家
族
　

費
用

無
料

※
同
日

・
同

時
間
に

、
電

話
で
の

相

談

も
受
け
付

け
ま

す

（
こ

こ

ろ
の

家
族

相
談

室
直
通

公
3
8
3
・
５
５

５

１

）
。

※
毎

月
第
三

土
曜
日

に
相

談
を

受
け

付

け
ま
す

。

圜
松
戸
市
精
神
障
害
者
家
族
会
土
曜

会

・
武

井

公
3
6
2・
8
2
1
5

「
二
十
一
世
紀
に
残
し
た
い
日
本

の

風

景

」

を

募

集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
平
成
1
2
年
度
事
業

と

し

て
投

票
型
の

視
聴
者

参
加

番
組

「
2
1世

紀
の

残
し
た

い
日

本
の
風

景
」

を
放

映
し
ま

す

。
そ
こ

で
視
聴

者
の

方
が

大
切
に

し
て

い

る
「
日
本

の
風

景
」

を
募

集
し
ま

す

。

例
「
か
け
が
え
の
な
い
自
然
」
「
に

ぎ
や

か

な
祭

り
」

な
ど

匣
ハ
ガ
キ
に
「
2
1
世
紀
に
残
し
て
お

き
た

い
と

思
う
風

景
」

を

一
つ

（
県

名
も
）
ど
こ
か
ら
見
た
風
景
か
・
そ

の
風

景
に

ま
つ

わ
る

思
い
出
や

エ

ピ

ソ
ー
ド
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
〒
2
6
0
-
8
6
1
0
（
住

所
不
要
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
内
「
2
1

世

紀
に

残
し
た

い
日

本
の
風

景
」
事

務

局
係
（

豐
0
4
3・
2
2
1・
3
3
0
3

）へ

［
］
小

・
中

・

高

校
生

の

た

め

の

国

際
交

流

～

夏
休

み

海

外

派

遣

事
業

①
学
校
体
験
・
英
語
研
修
等
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
青
少
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

ス
ク
ー
ル
体
験
な
ど
四
事
業
）

②
イ
ギ
リ
ス
英
語
研
修
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
生
活
体
験
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
五
事
業

③
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
青
少
年

カ
ナ
ダ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
四
事
業
）

「

」
ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

の

追

加

接

種

日

本
に

は
ポ

リ
オ

ウ
ィ

ル

ス
は

な

い
と

判
断

さ
れ

て
い

ま
す

が

、
昭
和

5
0
年
～
5
2
年
生
ま
れ
の
人
が
他
の
年

齢
層
に
比
べ
て
、
ポ
リ
オ
の
Ｉ
型
と

い

う
種
類

の
免

疫
を

保
有

し
て

い
る

割

合
が
低

い
こ
と

が

、
厚

生
省

の
調

査

で
わ
か

り
ま

し
た

。
ポ
リ

オ

ウ
ィ

ル
ス
常
在
国
に
渡
航
予
定
の
人
ま
た

は

、
ポ
リ

オ
ワ

ク
チ
ン

接

種
を

受
け

る
予
定
の
子
ど
も
が
い
る
人
は
、
再

度

ポ
リ

オ
ワ
ク

チ
ン

の
予

防
接

種
を

受

け
る
こ

と

を
お
勧

め
し

ま
す

。

※
費
用
や

実

施
場
所

等
は

お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

圖

保
健
福

祉
課
予
防

衛
生
係
ａ

叩

7
4
8
4

期
間
①
②
③
と
も
7
月
～
８
月

対
象
小
学
四
年
生
～
高
校
生
　
選
考

①
選
考
試
験
②
③
書
類
選
考
　
申
し

込
み
期
限
①
5
月
2
2
日
㈹
②
6
月
９

日
㈲
③
6
月
1
9
日
面

※
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

圜

聯

国
際
青
少

年
研

修
協
会

登
0
3・

３

３

５
９

・
8
4
2
1

「
」
平

成
1
3
年

の

宮

中

歌

会

始

め

作

品

募

集

お
題
「
草
」
を
読
み
込
ん
だ
短
歌

を
募

集
　

要

領

①
一
人

一
首

（
未
発

表
の

も
の
に

限

る
）

②
半
紙

を
横

長

に

用
い

、
毛

筆
書

き

（
半
紙

を
二
つ

折
り
に
し
て
右
半
分
に
お
題
と
短
歌

一

首

、
左

半

分

に

郵

便

番

号

・

住

所
・
氏
名
ふ
り
が
な
・
生
年
月
日
・

職

業

（
例

「

無
職

」
「

主

婦

」

等

）

を

縦

書

き

で

記
入

②

代

筆

は
不

可

（
た

だ

し
病

気

・
身

体

障
害

な

ど

の

た
め

に
自

筆
で

き
な

い
人
は

お
問

い

合

わ
せ

を

）

圜
郵

送
で
郵

便
番
号

・
住
所

・
氏

名

を
記
入

し
返

信
用
切

手
を
張

っ
た
封

筒
を
同

封
し

、「
宮
内
庁

式
部
職

」
へ

圃
９

月
3
0日

出

〔
消

印
有

効
〕
ま

で

に
、
封
書
の
表
に
「
詠
進
歌
」
と
記
入

し
て

、
一
7
1
0
0

－
8
1
1
1

（
住
所

不

要
）
　
宮
内

庁
へ

健
康

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演



急激に変化する社会の中で、私たちは日々いろいろな問題に出合

います。

生涯学習大学は、高齢者の皆さんがさまざまな学習を深めること

で、社会を構成する一員であることを認識し、青少年・成人ととも

に地域の担い手として活躍いただけるよう応援します。

皆さんのご参加をお待ちしています。

圜公民館≫368 ―1214

会場市民劇場　内容下表のとおリ〔全18 回〕　対象市内在住・在勤の

60歳以上の人　定員300 人（抽選） 費用100 円（名札代。名札をお持ち

の人は無料）

圃5月11日㈲〔必着〕までに往復ハガキに住所・氏名（ふりがな）・年齢・

性別・電話番号・返信用あて名を記入して、〒271 -0094松戸市上矢切

299 の1 松戸市総合福祉会館内　公民館生涯学習大学係へ

※応募多数の場合は初めての人を優先した上で抽選となりますので、ご

希望に沿えないこともあります。あらかじめご了承ください。

※返信ハガキのあて名も忘れずにご記入ください。

※往復ハガキに1人(本人)のみ記載。夫婦であっても連名でのご応募は

受け付けません。

平成12 年度生涯学習大学日程表

日　　時 内　　　　　　 容

5/25W

※午10前
齟

日ｓ
ス

‰

ヰ

慥

言

は分
丶心ﾉ

こ

時ズ

??

弯

午言

惑

岔

開校式および開設説明・レクリエーション

講師レクリエーション上級指導者・水上道子氏

学習することとは　講師聖徳大学教授・松下倶子氏

学習を生かすには　講師文教大学教授・野島正也氏

6/ 1㈹

15≫

29困 わがまち まつど再発見～歴史編　講師市社会教育課職員

7/13困
天災・人災・地震からわが身を守る～阪神 づ炎路の体験と取材

から　講師読売新聞社科学部・川西勝氏

9/ 7團
素腦らし い年の取り方～長寿の常識

講師医事評論家・伊藤正治氏

あなたを守る法律の知識と知恵　講師弁護士・川村幸信氏21團

10/ 5㈲
熟年のおし ゃれの楽し み方・身だしな み

講師文化服装学院教授・工藤勝江氏

19困
浮世絵は情報の玉手箱

講師東京文化短期大学助教授・岩切信一郎氏

平和を創り出す地球市民として～飢餓と貧困の拡大する世界で

講師日本国際飢餓対策機構総主事・神田英輔氏11/ 2困

16㈲ 地球環境をこれ以上破壊しないために　講師未定

30㈹
今の社会は生きやすいですか「人権問題」

講師映像ディレクター・桐野直子氏

12/14困 アジア・日本・まつとに住んで　講師まつど国際文化大使

フ ォルクローレコンサート～アンデスの響き

講師ゲルーポ・ロス・アウ半ス

13年
1/11休）

25休）
介護保険実施から10 ヵ月（松戸市の現状）

講師市介護支援課職員

2/ 8㈲
ボランティア国際年～活動団体の紹介

講師聖徳大学教授・松下倶子氏ほか

22(木)
高齢者よ街に出よう～1 年を振り返って

講師聖徳大学教授・松下倶子氏

3/ 1㈲ 閉校弍

救急医療体制

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

Q366-0010

平日午後4時30分～翌日午前9時

休日と土曜午前9時～翌日午前9時

◆夜間急病診療所　　c368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

O365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

成

７
年

に
会
長

に
就

任
し
た

。
以

来

、

運

営

の
責
任
者

と
し

て
子

ど
も
た

ち

の
育
成

に
力
を

注

い
で
き
た

。

発
明

ク
ラ

ブ
を
通

し
て

「
物
を

作

る
楽
し

さ
、
創

造
す

る
喜

び
を
伝
え

た

い
。

ま
た

、
子
ど

も
た
ち

に
自

信

を
つ
け
さ
せ
て
や
り
た
い
」
と
大
久
保

科
学
的
発

想
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
昭
和
5
8年

６
月
に
設
立
さ
れ

た
民
間
の
ク
ラ
ブ

で
あ
る
。

日
本
発
明
協
会

の
会
員
で
も
あ
る

大
久
保
敏
行
さ
ん

は
、
設
立
当
初
か

ら
同
ク
ラ
ブ
の
運

営
に
携
わ
り
、
平
成
7
年

後

に

は
紙

・
木

・

電
気
を
素
材
と
し
、

道

具

の
使

い
方
を

一
年

掛
け

て

繰
り

返

し

覚

え

る
「
基

本

コ

ー

ス

」

を

、

日
曜
日

の
午

後
は
、

基

本

コ

ー
ス

修
了

者

が
自
分

た

ち

の

ア
イ

デ
ア
を

生
か

し

、

自
由

に

製
作

を
行
う
「
ア
イ
デ
ア

松
戸

少

年

少
女

発

明

ク

ラ

ブ

は
、

子

ど
も
た

ち
に

科
学
的

な
興

味

や
関

心
を
追
求

す
る
心
を
持

っ
て
も
ら

い
、

創
作
活
動
を
通
じ
て
日
常
生
活
に
お
い
て
も

さ
ん
は
話
す
。

発
明
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
三
年
生
か

ら
中
学
三
年
生
を
対
象
に
文
化
ホ
ー

ル
で
活
動
し
て
い
る
。
土
曜
日
の
午

自

由

な
発

想

の
で

き

る

子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い

初
め
は
戸
惑
う
が
回
を
重
ね
る
に
つ

れ
、
道

具

の
使

い
方
、
自

由
に

物
を

作

る
楽

し

さ
を
覚
え

、
や
め

る
子

は
、

ほ
と

ん
ど

い
な

い
。

子

ど
も
た

ち

の
指
導

は
、
市

内

の

小

・
中

学
校

の
理

科
部

会
の
先

生
た

ち
三
十

人

が
交
代

で
協
力

し

、
行

っ

て

い
る
。

発
明

ク

ラ
ブ

は
、
画

一
的

・
お
仕

着
せ

の
学
習

で

は
な
く

、
子

ど
も
た

ち

の
自
由

な
発
想

に
基

づ
く

創
作
活

動

の
場

で

あ
る
。

そ

の
成

果
と
し

て
、

こ

の
教
室

か

ら
は

数
多

く

の
豊

か

な
発

想

の
作
品

が
生
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
「
電

池

ボ

ッ
ク
ス

」
を

は

じ
め

「
盗

難

防

止
用

自
転

車
か

ご
」

な
ど
五

件

が
実

用
新

案
と
し

て
実

用
化

さ

れ
た

。
ま

た
、
現
在
「
介
護
用
ベ
ッ
ド
」
「
歩
行

訓

練
器

」
な

ど

の
特

許
申

請
を

行

っ

て

い
る
。

大

久
保

さ

ん
は
、
’会

社
経

営

の
傍

ら
忙

し

い
合
間

を

ぬ

っ
て
「
資

金
集

め

に
奔

走
し

て

い
る
」
と

笑

っ
て

話

す

。
「

民

間

の

ク
ラ

ブ

を
運

営

・
維

持
す

る
た

め
に

は
、
資

金

が
必
要

で

す

。
そ

れ
を
集

め

る
の
を

会
長

の
役

目
で

あ

り

、
苦
労

で

も
あ

る
」

と

話

松戸少年少女発明クラブ会長

大 久 保 敏 行 さん

森のホール21

す

言
葉
に
、

子

ど
も
た
ち

に
対

す

る

愛
情

が
伝

わ
っ
て

く
る

。

「
子

ど
も

の
こ

ろ

に
覚
え

た
技
術

は
、

大
人

に
な

っ
て
も
忘

れ
る
こ
と

は

な

い
。
発

明

ク
ラ

ブ
出

身

の
子

ど

も
た

ち
に

、
柔
軟

な
考
え

が
で
き

る

大
人

に

な
っ
て

も
ら

い
た

い
。
そ

の

中

か
ら

一
人

で

も
多
く

、
将

来
の
松

戸

を
背

負
っ
て

立
つ
人

材

が
育

っ
て

ほ
し

い
。
松

戸

が
好

き
だ
か

ら
、

そ

の

た
め
に

、
一
生
懸

命
努
力

し
ま

す
」

と
子

ど

も
た
ち

に
託
す
夢

を

熱
く
語

っ
て

く

れ
た
。

（
秋
山

在
住
）

レ セプション ホール をご利用ください

レセプションホールは、「21 世紀の森と広場」が一望で

きる森のホール21 の4階部分にあり、四季おりおりの景色

を楽しめる多目的ホールです。

そのレセプションホールでパーティーや結婚披露宴がで

きるってご存じですか？

パーティーやオリジナルウエディングのプロデュースは

森のホール21 内にあるレストランが行っています。また自

分たちで機材や料理などを全部持ち込むこともできます。

○ 施設使用料 ○

施設使用料

(消費税別)

午前(午前9

時～正午)

午後(午後1

時～5時)

夜間(午後6

時～10 時)

全日(午前9時

～午後10時)

レセプショ
ンホール

12,000円 21,000円 2ﾜ,000円 60,000円

和室 2,000円 3,500円 4,500円 10,000円

大会議室 2,600円 ∠1,600円 5,900円 口100 円

※施設使用料のほか備品使 用料 やパーティー等に係る料金 は別

途かかり ます。

※上 記の施設使用料は 、市民 の場合です。市外の人は別料 金と

なります。

収容人数…最大250 人

までご利用できます。

申し込み方法…まず会

場が空いているかどうか

電話で確認を。

利用日の1 年前から予

約できます。電話予約は

できません。来館の上 、

施設使用料をお支払いい

ただいた時点で予約とな

ります。

抛国際交流協会の国際交流パーティ

ーでも利用されています

問い合わせ…文化会館（森のホール21 ）昔384 －5050

3月にレセプションホールで結婚

披露宴をあげた栗原さんご夫妻は、

「レストランウェディングをしたか

ったので森のホール21 を選びまし

た。自分たちでデザインしたケーキ

を作ってもらうなどオリジナルな結

婚式は、親戚や友人たちにも好評で

した」と話していました。

迷路の作図をする子どもたち（基本コース）

コ

ー
ス
」
と

、
二

つ

の
教
室

を
開

講

し
て

い
る

。

今
、

ひ
も

を
結

ぶ
こ
と

が
で

き

な

か
っ
た
り
、
ノ
コ
ギ
リ
や
ハ
サ
ミ
の

正

し

い
使

い
方

を

知
ら

な

い
子

ど
も

た

ち

が
増
え
て

い
る
と

い
う

。
基
本

コ

ー
ス
に
参

加
し

た
子
ど
も
た
ち

も
、

生涯学習大学受講者を募

集
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